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イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第39回 北九州市レディースコーラスフェスティバル
北九州市および近郊で活動中の女声コーラスグループ約50団体 13㈰ 10:00 無　料 （公財）北九州市芸術文化振興財団　音楽事業課

093（663）6661※対象：小学生以上　※全席自由
響ホール ワンコイン･ランチタイムコンサート
第2回 フェリーチェ ｢春への序曲｣
ピアノデュオ･フェリーチェ（宮川幸子･本多一江）

16㈬ 12:10 一般 ￥500 フェリーチェ
080（1784）9992【宮川】※ホワイエにて開催　※全席自由　※立見の場合あり

スプリング・コンサート
ソロとアンサンブルの発表会です♪ 19㈯ 14:00 無　料 京良城ピアノ教室

080（2745）3784※全席自由

響ホール室内合奏団 第27回定期演奏会
～英国の風～美声と弦楽器の響に包まれて
澤 和樹[指揮/ヴァイオリン]、竹田舞音[ソプラノ]

21㈪（振） 15:00

指定席 ￥3000　自由席 ￥2500
学生（小～大学生） ￥1000

ペア（前売のみ） ￥4000
特定非営利活動法人響ホール室内合奏団

093（647）0565【中村】
※対象：小学生以上　※当日各￥500増（ペア除く）
※一部指定　※14:20～ホワイエにてミニコンサート予定

響ホール提携事業
ヴァイオリンとピアノの夕べ　Violin & Piano Duo Recital
池 東三（ジ・ドンサム）[ヴァイオリン]、吉岡律子[ピアノ]

25㈮ 19:00
一般 ￥2000

学生（小～大学生） ￥1000 吉岡ピアノ調律所
093（391）2124【吉岡】※当日各￥500増　※全席自由

ピアノ発表会
ピアノ教室の生徒 26㈯ 10:30 無　料 石井･塚本ピアノ教室

090（1169）8620【石井】13:30 ※全席自由

ヤマハジュニアピアノコンクール地区予選（北九州･大分地区）
課題曲と自選曲演奏によるピアノコンクール 27㈰ お問合せ

ください
無　料 ヤマハ音楽振興会

092（832）8050【山副】※全席自由

アンサンブルコンサート
ツィゴイネルワイゼン、アイネクライネナハトムジーク ほか 29㈫ 18:00 無　料 篠崎ミュージックアカデミー北九州

093（921）0459【吉田】※全席自由

西南女学院高等学校音楽部 第34回定期演奏会
ミュージカル『ピーターパン』、宗教合唱曲集、ふるさとの四季 ほか 30㈬ 18:00 無　料 西南女学院高等学校音楽部

093（583）5800【千葉】※対象：小学生以上　※全席自由　※要整理券

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

桃山の茶陶
志野・織部・古唐津など、激動の桃山時代に創り出された茶陶の名品を展示 1/8㈮～3/27㈰ 一般 ￥600　高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093（332）0251※中学生以下無料（保護者同伴）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

『おきあげ人形の世界と美の見立て雛』
明治～現代までの「おきあげ」を展示します。 2/6㈯～3/6㈰ 無　料

関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）

093（331）6700

筑前琵琶「平家物語」演奏会
日本旭会 6㈰ 11:00 無　料

海洋堂ジオラマワールド in ドラマシップ
世界に誇る海洋堂のフィギュアをジオラマで楽しむ展示会です。

13:00

3/19㈯～5/8㈰
大人 ￥300　小中学生 ￥100

１
階

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

税に関する「絵はがきコンクール」作品展示会 18㈮～31㈭ 無　料
※18㈮は12:00から、31㈭は15:00まで

※土、日、祝、春休み期間（3/25㈮～4/6㈬）
　ジオラマ製作 ￥1200　塗装体験 ￥500

第6回書苑会　金澤書道教室会員展 2㈬～7㈪ 無　料
※2㈬は13:00から、7㈪は16:00まで

春の絵画展 12㈯～27㈰ 無　料
※27㈰は16:00まで

１
階

２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：近藤タケユキ 5㈯ 18:30 門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300　小人 ￥150
門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）415119:30

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

平成27年度　第65回門司区文化祭　創作舞踊発表会（四季のグループ）
創作舞踊発表会 13㈰ 14:00 無　料 門司文化団体連合会

093（331）6232
北九州市立門司中学校吹奏楽部第15回定期演奏会
吹奏楽の演奏会 21㈪（振） 14:00 無　料 門司中学校

093（321）3685

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

洋画名作資料展
後世に語り継がれる感動の名作洋画のポスター、パンフレットなど約150点展示します。 1/1㈮㈷～4/6㈬ 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151
マンスリージャズ
出演：HOUSE224 13㈰ 14:00～

16:00 無　料

マンスリーシアター
上映：新・男はつらいよ 27㈰ 14:00～

16:00 無　料

１
階

松
永
文
庫

２
階

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

※2月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 14

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館（門司）門司

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

□休
□所　門司区港町7-18 旧大阪商船2F（改築に伴い一時移転）　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「門司港駅」徒歩1分　　「門司IC」約8分　　月曜日（ただし、3/21㈪（振）は開館）、展示替期間、年末年始

□℡ □時

八幡
東 北九州市立響ホール 　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　

　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡

月

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

障

障

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州市立霧丘中学校吹奏楽部　第28回定期演奏会 13㈰ 17:00
16:40開場 無　料 北九州市立霧丘中学校

093（931）6558

リビング北九州落語会　春の爆笑三人会 17㈭ 18:30 一般 ￥4500 西日本リビング新聞社
092（733）9290【森脇】※対象：小学生以上　※当日￥500増

第16回　北九州市立緑丘中学校吹奏楽部　定期演奏会 19㈯ 17:15 無　料 北九州市立緑丘中学校吹奏楽部
093（381）4838

北九州市立志徳中学校吹奏楽部　第15回定期演奏会～スマイルコンサート～ 20㈰㈷ 18:00 無　料 北九州市立志徳中学校吹奏楽部顧問
093（962）2481【大畠】

福岡教育大学附属小倉中学校　第21回定期演奏会 21㈪（振） 15:00 無　料 福岡教育大学附属小倉中学校吹奏楽部顧問
093（541）8621【堤】

北九州市立思永中学校　第18回スプリングコンサート 23㈬ 17:30 無　料 北九州市立思永中学校吹奏楽部顧問
093（561）0535

第18回　北九州市立沼中学校吹奏楽部定期演奏会 24㈭ 18:00 無　料 北九州市立沼中学校吹奏楽部
093（472）0784

北九州市ジュニアオーケストラ　第19回チャリティースプリンングコンサート 27㈰ 15:00
14:15開場

無　料 北九州市ジュニアオーケストラ事務局
093（583）5282※要整理券

NODA・MAP 第20回公演「逆鱗」
【作・演出】野田秀樹

3/31㈭
～4/1㈮ 19:00 S席 ￥9800　A席 ￥7800

サイドシート ￥5500
サイドシート（25歳以下） ￥3000

高校生割引シート ￥1000

北九州芸術劇場
093（562）26554/2㈯ 13:00

18:00
4/3㈰ 13:00 ※対象：小学生以上

第8回　建林悠子バレエスタジオ発表会 6㈰ 13:30 一般 ￥2500 建林悠子バレエスタジオ
090（2855）9631※当日￥500増

北九州市民劇場3月例会　劇団青年座「からゆきさん」

12㈯ 18:30

会　費

※対象：小学生以上
※市民劇場会員でない方はお問合せください
※15㈫は休演

北九州市民劇場
093（541）0075

13㈰～14㈪ 13:30
16㈬ 18:30
17㈭ 13:30
18㈮ 12:00

19㈯～20㈰㈷ 13:30

2016年　ヴァイオリン・チェロ演奏会 21㈪（振） 13:30 無　料 スズキ・メソード北九州
090（6421）0792【小川】

子供アニメ映画会 22㈫ ￥900
2歳未満無料

10:30
13:30

Boogie Woogie Vol.11 26㈯ 17:00 一般 ￥2500 ダンススクールNuts
093（571）6652

エイコウシャ
080（8431）3889

※未就学児無料　※当日￥500増

北九州芸術劇場リーディングセッションvol.26 「会議」 
人間に潜む“会議本能”とは？マイム界出身の小野寺修二が別役実作品に挑戦

5㈯ 18:00 一般 ￥1800
高校生〔的〕チケット￥1000

北九州芸術劇場
093（562）2655

6㈰～7㈪ 14:00 ※対象：小学生以上　※当日一般のみ￥200増
北九州芸術工業地帯関連企画

「劇トツ×20分」2016
九州各地から集まった5劇団による短編作品バトル！勝ち残るのは誰だ！？

13㈰ 13:00 ￥1500
※対象：小学生以上　

放課後たがわ講座「田川まるごと発見！！」 17㈭ 18:30 無　料 一般社団法人　田川広域観光協会
0947（45）0700

スマイルライブ（大） 19㈯ 12:00 一般 ￥1000 Japan Music Network
093（511）8227

池田慎司ギターリサイタル 21㈪（振） 14:00 一般 ￥3000　高大生 ￥1500 K・I企画
093（922）3857【池田】※当日各￥500増

西南女学院高等学校音楽部OG会　オリジナルミュージカル「ピノキオ」 26㈯ 14:00 無　料
※対象：小学生以上

北九州メモリアル女声合唱団
090（7384）7090【持橋】

唄やびら　語やびら　宮村みつお＆照屋薫コンサート！ 27㈰ 14:00 一般 ￥3000
※子ども料金、年齢制限等はお問合せください

宮村みつお
090（3077）7406

大
ホ
ー
ル

中
劇
場

小
劇
場

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

TOTO現役 OBOG作品展　絵画・陶芸・写真・彫刻 2㈬～8㈫ 無　料 TOTO彫刻陶芸部
090（1363）5135

弥生会 四季の絵手紙展　絵画 9㈬～15㈫ 無　料 菅藤教室
093（652）2334

第6回・写道写真展～2016・それぞれの色～　写真 16㈬～22㈫ 無　料 写道
090（3373）6603

柳史俳画展　絵画 23㈬～29㈫
10:00～18:00 無　料 北九州柳史会

093（561）1500

第4回フォトレタッチスクール写真展　写真 3/30㈬～4/5㈫ 無　料 フォトレタッチスクール
090（5730）5706

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　　093（562）2655　　　公演によって異なります
　「西小倉駅」徒歩3分　　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　　　年末年始

※2月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。15 かるかる 2016.March

小倉
北

小倉
北

□所 □℡
□休

□時

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　　　093（562）2520
　10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
　「小倉駅」徒歩10分　　「西小倉駅」徒歩3分　　年末年始

□所
□時

□休

□℡□℡

北九州芸術劇場

北九州芸術劇場

市民ギャラリー

月

前売終了

　北九州芸術劇場は平成28年度中に中劇場修繕工事を計画しております。 （予定工事期間：平成29年2月1日から平成29年3月12日）　〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEL 093（562）8436〉 
■北九州芸術劇場修繕工事のお知らせ



イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第39回 北九州市レディースコーラスフェスティバル
北九州市および近郊で活動中の女声コーラスグループ約50団体 13㈰ 10:00 無　料 （公財）北九州市芸術文化振興財団　音楽事業課

093（663）6661※対象：小学生以上　※全席自由
響ホール ワンコイン･ランチタイムコンサート
第2回 フェリーチェ ｢春への序曲｣
ピアノデュオ･フェリーチェ（宮川幸子･本多一江）

16㈬ 12:10 一般 ￥500 フェリーチェ
080（1784）9992【宮川】※ホワイエにて開催　※全席自由　※立見の場合あり

スプリング・コンサート
ソロとアンサンブルの発表会です♪ 19㈯ 14:00 無　料 京良城ピアノ教室

080（2745）3784※全席自由

響ホール室内合奏団 第27回定期演奏会
～英国の風～美声と弦楽器の響に包まれて
澤 和樹[指揮/ヴァイオリン]、竹田舞音[ソプラノ]

21㈪（振） 15:00

指定席 ￥3000　自由席 ￥2500
学生（小～大学生） ￥1000

ペア（前売のみ） ￥4000
特定非営利活動法人響ホール室内合奏団

093（647）0565【中村】
※対象：小学生以上　※当日各￥500増（ペア除く）
※一部指定　※14:20～ホワイエにてミニコンサート予定

響ホール提携事業
ヴァイオリンとピアノの夕べ　Violin & Piano Duo Recital
池 東三（ジ・ドンサム）[ヴァイオリン]、吉岡律子[ピアノ]

25㈮ 19:00
一般 ￥2000

学生（小～大学生） ￥1000 吉岡ピアノ調律所
093（391）2124【吉岡】※当日各￥500増　※全席自由

ピアノ発表会
ピアノ教室の生徒 26㈯ 10:30 無　料 石井･塚本ピアノ教室

090（1169）8620【石井】13:30 ※全席自由

ヤマハジュニアピアノコンクール地区予選（北九州･大分地区）
課題曲と自選曲演奏によるピアノコンクール 27㈰ お問合せ

ください
無　料 ヤマハ音楽振興会

092（832）8050【山副】※全席自由

アンサンブルコンサート
ツィゴイネルワイゼン、アイネクライネナハトムジーク ほか 29㈫ 18:00 無　料 篠崎ミュージックアカデミー北九州

093（921）0459【吉田】※全席自由

西南女学院高等学校音楽部 第34回定期演奏会
ミュージカル『ピーターパン』、宗教合唱曲集、ふるさとの四季 ほか 30㈬ 18:00 無　料 西南女学院高等学校音楽部

093（583）5800【千葉】※対象：小学生以上　※全席自由　※要整理券

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

桃山の茶陶
志野・織部・古唐津など、激動の桃山時代に創り出された茶陶の名品を展示 1/8㈮～3/27㈰ 一般 ￥600　高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093（332）0251※中学生以下無料（保護者同伴）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

『おきあげ人形の世界と美の見立て雛』
明治～現代までの「おきあげ」を展示します。 2/6㈯～3/6㈰ 無　料

関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）

093（331）6700

筑前琵琶「平家物語」演奏会
日本旭会 6㈰ 11:00 無　料

海洋堂ジオラマワールド in ドラマシップ
世界に誇る海洋堂のフィギュアをジオラマで楽しむ展示会です。

13:00

3/19㈯～5/8㈰
大人 ￥300　小中学生 ￥100

１
階

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

税に関する「絵はがきコンクール」作品展示会 18㈮～31㈭ 無　料
※18㈮は12:00から、31㈭は15:00まで

※土、日、祝、春休み期間（3/25㈮～4/6㈬）
　ジオラマ製作 ￥1200　塗装体験 ￥500

第6回書苑会　金澤書道教室会員展 2㈬～7㈪ 無　料
※2㈬は13:00から、7㈪は16:00まで

春の絵画展 12㈯～27㈰ 無　料
※27㈰は16:00まで

１
階

２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：近藤タケユキ 5㈯ 18:30 門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300　小人 ￥150
門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）415119:30

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

平成27年度　第65回門司区文化祭　創作舞踊発表会（四季のグループ）
創作舞踊発表会 13㈰ 14:00 無　料 門司文化団体連合会

093（331）6232
北九州市立門司中学校吹奏楽部第15回定期演奏会
吹奏楽の演奏会 21㈪（振） 14:00 無　料 門司中学校

093（321）3685

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

洋画名作資料展
後世に語り継がれる感動の名作洋画のポスター、パンフレットなど約150点展示します。 1/1㈮㈷～4/6㈬ 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151
マンスリージャズ
出演：HOUSE224 13㈰ 14:00～

16:00 無　料

マンスリーシアター
上映：新・男はつらいよ 27㈰ 14:00～

16:00 無　料

１
階

松
永
文
庫

２
階

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

※2月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館（門司）門司

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

□休
□所　門司区港町7-18 旧大阪商船2F（改築に伴い一時移転）　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「門司港駅」徒歩1分　　「門司IC」約8分　　月曜日（ただし、3/21㈪（振）は開館）、展示替期間、年末年始

□℡ □時

八幡
東 北九州市立響ホール 　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　

　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡

月

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

障

障

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子ども映画会
ディズニーアニメーション　「シンデレラ」 13㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093（561）3131

週末映画会　洋画　「別離」（1939年　アメリカ）
主演：イングリッド・バーグマン 19㈯ 14:00 無　料

（先着50名）

クラシック・レコードコンサート
モーツァルト作曲　ピアノ協奏曲第27番ほか 20㈰㈷ 14:00 無　料

（先着50名）

週末映画会　邦画　「宮本武蔵」（1954年）
主演：三船敏郎 26㈯ 14:00 無　料

（先着50名）

ス
タ
ジ
オ

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

劇団ひまわり　北九州公演
研究生による発表公演 5㈯

11:00
¥2500 株式会社 劇団ひまわり

092（752）103314:30
17:30

小倉高校OB吹奏楽団コンサート
吹奏楽団の演奏会 27㈰ 15:00 無　料 小倉高等学校吹奏楽部OB吹奏楽団

080（3977）6186

ホ
ー
ル

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

西日本工業大学デザイン学部卒業制作優秀作品展
今年度建築学科と情報デザイン学科を卒業する学生たちによる作品展 5㈯～13㈰ 無　料 西日本工業大学企画広報課

093（563）3221

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

第38回光草書道展「江戸文学を書く」
小倉南区で活動する光草書道会が江戸時代の文芸作品を書く展覧会。 2/27㈯～3/6㈰ 無　料 北九州市立文学館

093（571）1505北九州と3.11
3.11以来北九州市が行ってきた被災地支援や震災後文学を紹介する。 11㈮～31㈭ 無　料

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

特別企画展　「世界文学と清張文学」 1/16㈯～3/31㈭
常設展示観覧料に含む

大人 ￥500　中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

企
画
展
示
室

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

茶の湯道具名品展 2㈬～8㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521

小石原焼　太田哲三窯　仕事展 9㈬～15㈫ 無　料
藤井祐二　油彩画展 16㈬～22㈫ 無　料
鍋島緞通　吉島家展 23㈬～29㈫ 無　料
江口智子　ガラス展 3/30㈬～4/5㈫ 無　料
山中三平　創作こけし展 2㈬～8㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

太田潤　手吹き硝子　仕事展 9㈬～15㈫ 無　料
～風と木と空と～　星純一　洋画展 16㈬～22㈫ 無　料
～西洋の美～　ヨーロッパアンティーク展 23㈬～29㈫ 無　料
木下栄司　作陶展 3/30㈬～4/5㈫ 無　料

大
画
廊

小
画
廊

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

小倉城　所蔵品展
小倉城　所蔵品（書・絵・甲冑他）60点を展示します。 開催中～31㈭ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
小倉城

093（561）1210
全国名城ポスター展
全国の名城より集めたポスター・パンフによるお城の紹介。 3/5㈯～4/8㈮ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
第12回小倉城桜まつり
お楽しみ満載、ステージイベントやうまいもの市など開催。

26㈯～
27㈰ 10:00 無　料

天
守
閣
１
階

天
守
閣
前

広
場

天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」 2㈬ 14:00 無　料 水環境館
093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」 16㈬ 14:00 無　料

多
目
的

ホ
ー
ル

※2月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～17:00（11月～3月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末

□℡ □時小倉
北

月

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町11-4　　 093（583）3939　　 9:30～21:30
　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　　有料

□℡ □時

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　会期中無休　　有料

□℡ □時小倉
北

北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

障

障

障

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

平成27年度　合唱組曲「北九州」演奏会 6㈰ 15:00
一般 ￥2000　U-25 ￥1000

（学生問わず25歳以下、要証明）
※対象：小学生以上　※当日各￥500増　※全席自由

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661

舞台『弱虫ペダル』～総北新世代、始動～
10㈭～11㈮ 19:00

指定席 ￥6800 ㈱マーベラスユーザーサポート
0120（577）40512㈯～

　13㈰
12:00
17:00

福岡県立小倉東高等学校吹奏楽部　第26回定期演奏会 20㈰㈷ 18:00 一般 ￥800　学生 ￥500 福岡県立小倉東高等学校吹奏楽部
093（473）4466※全席自由

※対象：小学生以上

福岡県立北筑高等学校吹奏楽部　第27回定期演奏会 21㈪（振） 18:00 大人 ￥1000　高校生以下 ￥600 福岡県立北筑高等学校吹奏楽部
093（603）6221※全席自由

第8回 福岡県立門司学園中学校・高等学校定期演奏会 29㈫ 18:30
一般 ￥500　高校生 ￥250

中学生以下無料
※当日一般￥500増、高校生￥250増

福岡県立門司学園中学校・高等学校
吹奏楽部保護者会

080（9062）7880

第15回 全国女性俳句大会～久女を育み、多佳子を生んだ俳句の地 北九州～
俳句大会表彰式・講演会他 6㈰ 12:30 無　料

（公財）西日本産業貿易コンベンション協会
イベント事業課

093（511）6800

大
ホ
ー
ル

メ
イ
ン
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

アズ50年展―マンガ同人の半世紀
創立50周年を迎える地元のマンガ同人グループ「アズ漫画研究会」の作品展。 3/19㈯～4/10㈰ 無　料

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

トークショー「マンガ同人たちの50年」
「コミックマーケット」や「コミティア」の関係者による3部構成のトークショー

19㈯ 14:00～16:00 無　料
20㈰㈷ 13:00～15:00

16:00～18:00 ※要事前申込（定員先着50名）

ワークショップ「1コマ漫画で日記を描こう」
漫画家・ひのもとめぐる先生による1コマ漫画講座 21㈪（振）11:15～

12:45
無　料

※要事前申込（定員先着20名）

ワークショップ「豆本少女漫画教室」
フミヨ先生による少女まんがの描き方のコツやペン入れと豆本づくり 21㈪（振）16:00～

18:00
無　料

※対象：中学生以上　※要事前申込（定員先着10名）

ワークショップ「小麦粉ねんど教室」
ラクトいちご先生による、小麦粉を使ったねんど造形講座 26㈯ 11:15～

12:45
無　料

※対象：小学生以上（小学生は保護者同伴）
※要事前申込（定員先着10名）

ワークショップ「似顔絵教室」
似顔絵師・たおゆか先生による、似顔絵の描き方講座 26㈯ 14:00～

16:00
無　料

※要事前申込（定員先着20名）

ワークショップ「漫画のお話づくり」
漫画家・関よしみ先生による、漫画のストーリーの作り方講座 27㈰ 16:00～

18:00
無　料

※対象：中学生以上　※要事前申込（定員先着15名）

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

5㈯ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要13㈰

漫画スクール
テーマ①「マンガの基本編（主人公のデザインとストーリー作り）」
　　　②「マンガの基本編（コマ割りとかっこいい構図）」
毎回のテーマにあわせて、プロの道具で漫画を描こう！

①21㈪（振）13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

②27㈰ ※対象：小学3年生以上
※要事前申込（定員先着20名）

企
画
展
示
室

常
設
展
示

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州市のグラフィックデザイナー 永野宏三　～穏やかな時間を描く～
北九州市を代表するグラフィックデザイナー・永野宏三の作品を約50点展示。 2/9㈫～4/10㈰ 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

ワークショップ「自分だけの名刺をつくろう」
挿絵のコツを学びながら、オシャレな名刺を作ってみませんか？ 6㈰ 13:00

￥1500
（呈茶付、材料費、入館料込）
※対象：中学生以上

花見茶会
桜の季節に行う恒例の春の茶会です。 20㈰㈷ 9:00 一般 ￥1500　小中学生 ￥700

（薄茶二席・入館料込）

表千家親子体験茶会
和室での所作、和菓子や抹茶のいただき方を親子で学ぶ茶道体験です。 27㈰

10:30
一般 ￥500　小中学生 ￥300

（入館料込）12:00
14:00

企
画
展
示
室

和
室・

書
院
棟

研
修
室

和
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ビデオるーむ
『ギザ耳うさぎ』『ぶんぶくちゃがま』『笠じぞう』 6㈰ 14:00 無　料

北九州市立こども文化会館
093（592）4152

おはなしワールド
楽しい紙芝居や絵本の読み聞かせなどを行います　出演：おはなしポケット 26㈯ 13:30 無　料

スペシャルファミリー人形劇場
北九州人形劇ネットワークによる人形劇の公演 13㈰ 11:00

13:30 無　料

図
書
室

児
童
劇
場

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

※2月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。13 かるかる 2016.March

月
アルモニーサンク 北九州ソレイユホール

（旧九州厚生年金会館）
小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　 093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始、毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時

北九州市漫画ミュージアム小倉
北 □休

□所　小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F6F）　　 093（512）5077　　 11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩2分　　火曜日（祝日の場合は翌日休館）、ただし3/29㈫は開館、年末年始

□℡ □時

北九州市立小倉城庭園 □所　小倉北区城内1-2　　 093（582）2747　　 9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし　

□℡ □時
□休

小倉
北

□所　小倉北区下到津4-3-2　　 093(592)4152　　 9:00～17:00
　「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　20台

□℡ □時北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） □休 □Ｐ
小倉
北

障

障

障

小倉
北 北九州国際会議場 　小倉北区浅野3-9-30　　093(541)5931　　9:00～22:00（変動あり）

　「小倉駅」徒歩10分　　年末年始□休
□所 □℡ □時



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子ども映画会
ディズニーアニメーション　「シンデレラ」 13㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093（561）3131

週末映画会　洋画　「別離」（1939年　アメリカ）
主演：イングリッド・バーグマン 19㈯ 14:00 無　料

（先着50名）

クラシック・レコードコンサート
モーツァルト作曲　ピアノ協奏曲第27番ほか 20㈰㈷ 14:00 無　料

（先着50名）

週末映画会　邦画　「宮本武蔵」（1954年）
主演：三船敏郎 26㈯ 14:00 無　料

（先着50名）

ス
タ
ジ
オ

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

劇団ひまわり　北九州公演
研究生による発表公演 5㈯

11:00
¥2500 株式会社 劇団ひまわり

092（752）103314:30
17:30

小倉高校OB吹奏楽団コンサート
吹奏楽団の演奏会 27㈰ 15:00 無　料 小倉高等学校吹奏楽部OB吹奏楽団

080（3977）6186

ホ
ー
ル

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

西日本工業大学デザイン学部卒業制作優秀作品展
今年度建築学科と情報デザイン学科を卒業する学生たちによる作品展 5㈯～13㈰ 無　料 西日本工業大学企画広報課

093（563）3221

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

第38回光草書道展「江戸文学を書く」
小倉南区で活動する光草書道会が江戸時代の文芸作品を書く展覧会。 2/27㈯～3/6㈰ 無　料 北九州市立文学館

093（571）1505北九州と3.11
3.11以来北九州市が行ってきた被災地支援や震災後文学を紹介する。 11㈮～31㈭ 無　料

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

特別企画展　「世界文学と清張文学」 1/16㈯～3/31㈭
常設展示観覧料に含む

大人 ￥500　中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

企
画
展
示
室

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

茶の湯道具名品展 2㈬～8㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521

小石原焼　太田哲三窯　仕事展 9㈬～15㈫ 無　料
藤井祐二　油彩画展 16㈬～22㈫ 無　料
鍋島緞通　吉島家展 23㈬～29㈫ 無　料
江口智子　ガラス展 3/30㈬～4/5㈫ 無　料
山中三平　創作こけし展 2㈬～8㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

太田潤　手吹き硝子　仕事展 9㈬～15㈫ 無　料
～風と木と空と～　星純一　洋画展 16㈬～22㈫ 無　料
～西洋の美～　ヨーロッパアンティーク展 23㈬～29㈫ 無　料
木下栄司　作陶展 3/30㈬～4/5㈫ 無　料

大
画
廊

小
画
廊

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

小倉城　所蔵品展
小倉城　所蔵品（書・絵・甲冑他）60点を展示します。 開催中～31㈭ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
小倉城

093（561）1210
全国名城ポスター展
全国の名城より集めたポスター・パンフによるお城の紹介。 3/5㈯～4/8㈮ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
第12回小倉城桜まつり
お楽しみ満載、ステージイベントやうまいもの市など開催。

26㈯～
27㈰ 10:00 無　料

天
守
閣
１
階

天
守
閣
前

広
場

天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」 2㈬ 14:00 無　料 水環境館
093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」 16㈬ 14:00 無　料

多
目
的

ホ
ー
ル

※2月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～17:00（11月～3月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末

□℡ □時小倉
北

月

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町11-4　　 093（583）3939　　 9:30～21:30
　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　　有料

□℡ □時

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　会期中無休　　有料

□℡ □時小倉
北

北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

障

障

障

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北



星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、月や木星などの星空を望遠鏡で観察します。 19㈯ 18:30～

20:00
大人 ￥100　中高生 ￥70　小学生 ￥50 児童文化科学館

093（671）4566※中学生以下は保護者同伴 
※先着150名、3/5㈯電話受付開始

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

第26回　八幡市民会館まつり「うた舞い」
北九州地区の9社中による邦楽・邦舞の祭典

5㈯ 11:30 一日券 ￥2000　両日券 ￥3500 八幡市民会館まつり実行委員会
093（671）60616㈰ ※当日各￥500増　※小学生以下無料

サロナウインドオーケストラ　第3回コンサート 13㈰ 14:00 無　料 サロナウインドオーケストラ
080（5275）4366【新田】

福岡県立東筑高等学校吹奏楽部　第31回定期演奏会 20㈰㈷ 18:00 ￥400
（前売・当日共）

福岡県立東筑高等学校
093（691）0050

北九州市立槻田中学校吹奏楽部　第15回スプリングコンサート 27㈰ 16:00 無　料 北九州市立槻田中学校
093（651）1921【谷井】

第11回　玄海愛石会水石展
自然石　約24点

10㈭～
11㈮

10:00～
17:00

無　料 玄海愛石会
093（201）8135【吉田】※11㈮は16:00まで

八幡美術協会会員展
洋画・日本画・染色・版画　約100点

13㈰～
20㈰㈷

10:00～
17:00

無　料 八幡美術協会
093（612）2152【寺﨑】※20㈰㈷は16:00まで

第55回　北九州水彩展（公募）
水彩画　約130点

22㈫～
25㈮

10:00～
16:30

無　料 日本水彩画会支部 北九州水彩画会
0930（23）6808【有益】※25㈮は15:00まで

あんずの会押し花絵展
押し花絵　約130点

27㈰～
31㈭

10:00～
16:00 無　料 押し花絵あんずの会

093（283）1685【中村】

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

美
術
展
示
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

スギテツ・キッズ・コンサート
「クラシックを遊ぶ音楽実験室」をテーマとした、ピアノとヴァイオリンのコンサート 13㈰ 13:00 無　料 北九州市立子どもの館

093（642）555515:00
子
ど
も

ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ポコ　ア　ポココンサート　～ジャポニズム～ 20㈰㈷ 13:30 無　料 佐々木　芳枝
093（622）0902

こ
や
の
せ
座

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

江戸三紅印傳 1㈫～6㈰ 無　料

093（643）5268
春のこっとう展 8㈫～13㈰ 無　料
絵画と工芸展 15㈫～20㈰㈷ 無　料
えもときよひこ　木版画展 22㈫～27㈰ 無　料

ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

田中京太郎アニバーサリーコンサート 10㈭ 19:00 ￥1000 HMエンターテイメント
080（6421）7296【水上】

第54回北九州芸術祭クラシックコンサート 12㈯ お問合せ
ください ￥1000 北九州音楽文化連盟

093（601）1407

北九州ユース室内管弦楽団第3回定期演奏会 19㈯ 15:00
一般 ￥2500　友の会 ￥2000

高校生以下 ￥1500 黒崎ひびしんホール
093（621）4566

※当日各￥500増

福岡県立八幡南高等学校吹奏楽部第20回定期演奏会 20㈰㈷ 18:30 ￥500 福岡県立八幡南高等学校
093（611）1881

第20回PIARAピアノコンクール九州Ⅲ地区大会 21㈪（振） 13:30 無　料 PIARA九州山口事務局
0952（31）2273

横野文子ピアノ教室発表会 5㈯ 14:00 無　料 横野文子ピアノ教室
093（383）6075

ピアノ発表会 6㈰ 14:00 無　料 井上　智香子

黒崎想い出の写真展～あの日、あの時の黒崎の想い出に浸って～ 7㈪～
11㈮

10:00～
18:00 無　料 黒崎ひびしんホール

093（621）4566

太田麗子ピアノ教室発表会 13㈰ 13:30 無　料 太田麗子ピアノ教室
093（372）5336

ラ・ディーヴァの夕べ 19㈯ 18:30 ￥1000 ラ・ディーヴァの会
093（473）7322【井上】

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

※2月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

□℡ □時

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時八幡
西

月

□休
□所　八幡東区桃園3-1-5　　 093（671）4566　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「市立児童文化科学館前」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時北九州市立児童文化科学館八幡
東

八幡市民会館 □休 □Ｐ
□所　八幡東区尾倉2-6-5　　 093（671）6061　　 9:00～22:00
　「八幡駅」徒歩7分　　「八幡駅入口第一」徒歩5分　　年末年始　　110台（共用）

□℡ □時八幡
東

□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　　 093(642)5555　　 10:00～19:00
　「黒崎駅」徒歩1分　　「黒崎バスセンター」徒歩1分　　3/2㈬、16㈬□休

□℡ □時北九州市立子どもの館八幡
西

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西

障

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第39回　毎日吟士権大会北九州予選 13㈰ 9:30 無　料 毎日新聞社
093（541）3237【城井】20㈰㈷

北九州市立守恒中学校吹奏楽部　第19回スプリングコンサート 27㈰ 14:00 無　料 北九州市立守恒中学校
093（961）6051

小倉南美術協会日本画会員・会友展 16㈬～
27㈰

9:00～
17:00

無　料 小倉南美術協会日本画部会
093（962）6467【河合】※16㈬は12:00から、27㈰は15:00まで

大
ホ
ー
ル

展
示

コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

若松区吹奏楽合同演奏会
若松区中学・高校の吹奏楽演奏会 20㈰㈷ 12:00 無　料 北九州市立洞北中学校

093（741）1234
福岡県立若松高等学校音楽部　第5回定期演奏会

（共演）コールフェスタ　北九州市立二島中学校合唱部 25㈮ 18:00 無　料 福岡県立若松高等学校音楽部
093（751）1911【山口】

北九州市立向洋中学校吹奏楽部　第17回定期演奏会 27㈰ 14:00 無　料 北九州市立向洋中学校
093（761）3097

大
ホ
ー
ル

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ヨナ・フリードマン展
詳細はお問合せください。

1/25㈪～3/4㈮ 
（日・祝休み）

無　料
現代美術センターCCA北九州

093（695）3691
※土曜日は12:00から

※土、日、祝は12:00から
CCA北九州フェローシップ・プログラム 2015/2016
フェローシップ・プログラム受講生による修了展。 19㈯～30㈬ 無　料

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

2015年度グッドデザイン賞 in 北九州
九州初上陸の今年度グッドデザイン賞作品を通じて、最先端のデザインに触れてみませんか。 1/23㈯～4/10㈰ 大人 ￥300

中学生以下無料

北九州イノベーションギャラリー
093（663）5411

世界遺産登録記念デザイングッズ2015コレクション
今回の世界遺産登録施設をモチーフとする、お土産品や作家作品等の紹介 1/23㈯～4/10㈰ 無　料

北九州市発展基盤となった交通・土木及び文化遺産　パネル展
北九州市内にあるまちの発展に寄与した数多くの近代化遺産を紹介 1/9㈯～5/8㈰ 無　料

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

本
館

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

斉藤利幸写真展
福島から生命（いのち）を伝えたい―原発事故前の福島の自然風景を展示します。 7㈪～13㈰ 無　料

旧百三十銀行ギャラリー
093（661）9130

※13㈰は16：00まで

福井道子還暦記念作品展
パステル画などの作品を展示します。 20㈰㈷～27㈰ 無　料

※27㈰は15：00まで

ギ
ャ
ラ
リ
ー

いのちのたび博物館
093（681）1011

要特別展入場料
別途 材料費 ￥200

春の特別展「ふしぎの教室～よみがえる学校標本たち～」
懐かしの学校標本を通して世界のふしぎを探る。 3/19㈯～5/15㈰

大人 ￥500　高大生 ￥300　小中生 ￥200
※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券・前売券あり

春の特別展関連イベント「ナイトミュージアム」
夜の博物館を体験しよう！！照明を落とした館内で、特別展などを観覧。

25㈮ 18:30 大人 ￥500　高大生 ￥300　小中生 ￥200
4/1㈮

27㈰
4/24㈰

※要申込（小学生以下は保護者の参加が必要）

春の特別展関連イベント「特別授業⑵むかしのふしぎ～土器をさわってみよう～」
実物の土器に触れながら土器のふしぎについて学びます。 26㈯ 11:00

14:00 要特別展入場料

歴史講演会　⑴「発掘調査からみた小倉城と城下町」　⑵「小倉鋳物師と琉球鐘」
講師：⑴埋蔵文化財調査室室長　佐藤 浩司氏　⑵当館歴史課長　松井 和幸氏 12㈯ 13:30 資料代 ￥800

※小学生以下は保護者の参加が必要

春の特別展関連イベント「特別授業⑴からだのふしぎ～あたまの骨を比べてみよう～」
骨格標本を使って人間と動物の歯の数や形を比べます。 19㈯ 11:00

14:00 要特別展入場料

春の特別展関連イベント「アンモナイトレプリカづくり」
アンモナイトの化石レプリカを石こうを使って作成します。

①10:00
②14:00 ※対象：小学生高学年以上　※要申込

要特別展入場料
別途 材料費 ￥200

20㈰㈷
4/3㈰

春の特別展関連イベント「勾玉のふしぎ」
滑石という柔らかい石を削って勾玉を作成し、勾玉の歴史について学びます。

①10:00
②14:00 ※対象：小学生高学年以上　※要申込

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ジオツアー「春の宿題これで決まり！化石とビオトープと未来環境」
北九州市内の代表的化石の産地をめぐり、未来を考えます。 20㈰㈷ 9:00

大人 ￥900　高校生 ￥700　小中生 ￥550
※対象：小学生以上
※要申込（小学生は保護者の参加が必要）

※2月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。11 かるかる 2016.March

□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-4-1　　 093（681）1011　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩1分
　年末年始、6月下旬頃（約1週間）　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

北九州市立旧百三十銀行ギャラリー □休
□所　八幡東区西本町1-20-2　　 093(661)9130　　 10:00～18:00
　「八幡駅」徒歩5分　　年末年始

□℡ □時八幡
東

月

現代美術センター CCA北九州 □所

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
南

　若松区ひびきの2-5  学術研究都市　　093（695）3691　　10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
　市営バス「学研都市ひびきの」徒歩1分　　年末年始□休

□℡ □時若松

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-2-11　　093（663)5411　　平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩3分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時
八幡
東

若松市民会館 □休 □Ｐ
□所　若松区本町3-13-1　　093（771）8131　　9:00～22:00
　「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　　年末年始　　110台（共用）　

□℡ □時若松

障



星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、月や木星などの星空を望遠鏡で観察します。 19㈯ 18:30～

20:00
大人 ￥100　中高生 ￥70　小学生 ￥50 児童文化科学館

093（671）4566※中学生以下は保護者同伴 
※先着150名、3/5㈯電話受付開始

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

第26回　八幡市民会館まつり「うた舞い」
北九州地区の9社中による邦楽・邦舞の祭典

5㈯ 11:30 一日券 ￥2000　両日券 ￥3500 八幡市民会館まつり実行委員会
093（671）60616㈰ ※当日各￥500増　※小学生以下無料

サロナウインドオーケストラ　第3回コンサート 13㈰ 14:00 無　料 サロナウインドオーケストラ
080（5275）4366【新田】

福岡県立東筑高等学校吹奏楽部　第31回定期演奏会 20㈰㈷ 18:00 ￥400
（前売・当日共）

福岡県立東筑高等学校
093（691）0050

北九州市立槻田中学校吹奏楽部　第15回スプリングコンサート 27㈰ 16:00 無　料 北九州市立槻田中学校
093（651）1921【谷井】

第11回　玄海愛石会水石展
自然石　約24点

10㈭～
11㈮

10:00～
17:00

無　料 玄海愛石会
093（201）8135【吉田】※11㈮は16:00まで

八幡美術協会会員展
洋画・日本画・染色・版画　約100点

13㈰～
20㈰㈷

10:00～
17:00

無　料 八幡美術協会
093（612）2152【寺﨑】※20㈰㈷は16:00まで

第55回　北九州水彩展（公募）
水彩画　約130点

22㈫～
25㈮

10:00～
16:30

無　料 日本水彩画会支部 北九州水彩画会
0930（23）6808【有益】※25㈮は15:00まで

あんずの会押し花絵展
押し花絵　約130点

27㈰～
31㈭

10:00～
16:00 無　料 押し花絵あんずの会

093（283）1685【中村】

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

美
術
展
示
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

スギテツ・キッズ・コンサート
「クラシックを遊ぶ音楽実験室」をテーマとした、ピアノとヴァイオリンのコンサート 13㈰ 13:00 無　料 北九州市立子どもの館

093（642）555515:00
子
ど
も

ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ポコ　ア　ポココンサート　～ジャポニズム～ 20㈰㈷ 13:30 無　料 佐々木　芳枝
093（622）0902

こ
や
の
せ
座

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

江戸三紅印傳 1㈫～6㈰ 無　料

093（643）5268
春のこっとう展 8㈫～13㈰ 無　料
絵画と工芸展 15㈫～20㈰㈷ 無　料
えもときよひこ　木版画展 22㈫～27㈰ 無　料

ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

田中京太郎アニバーサリーコンサート 10㈭ 19:00 ￥1000 HMエンターテイメント
080（6421）7296【水上】

第54回北九州芸術祭クラシックコンサート 12㈯ お問合せ
ください ￥1000 北九州音楽文化連盟

093（601）1407

北九州ユース室内管弦楽団第3回定期演奏会 19㈯ 15:00
一般 ￥2500　友の会 ￥2000

高校生以下 ￥1500 黒崎ひびしんホール
093（621）4566

※当日各￥500増

福岡県立八幡南高等学校吹奏楽部第20回定期演奏会 20㈰㈷ 18:30 ￥500 福岡県立八幡南高等学校
093（611）1881

第20回PIARAピアノコンクール九州Ⅲ地区大会 21㈪（振） 13:30 無　料 PIARA九州山口事務局
0952（31）2273

横野文子ピアノ教室発表会 5㈯ 14:00 無　料 横野文子ピアノ教室
093（383）6075

ピアノ発表会 6㈰ 14:00 無　料 井上　智香子

黒崎想い出の写真展～あの日、あの時の黒崎の想い出に浸って～ 7㈪～
11㈮

10:00～
18:00 無　料 黒崎ひびしんホール

093（621）4566

太田麗子ピアノ教室発表会 13㈰ 13:30 無　料 太田麗子ピアノ教室
093（372）5336

ラ・ディーヴァの夕べ 19㈯ 18:30 ￥1000 ラ・ディーヴァの会
093（473）7322【井上】

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

※2月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 10

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

□℡ □時

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時八幡
西

月

□休
□所　八幡東区桃園3-1-5　　 093（671）4566　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「市立児童文化科学館前」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時北九州市立児童文化科学館八幡
東

八幡市民会館 □休 □Ｐ
□所　八幡東区尾倉2-6-5　　 093（671）6061　　 9:00～22:00
　「八幡駅」徒歩7分　　「八幡駅入口第一」徒歩5分　　年末年始　　110台（共用）

□℡ □時八幡
東

□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　　 093(642)5555　　 10:00～19:00
　「黒崎駅」徒歩1分　　「黒崎バスセンター」徒歩1分　　3/2㈬、16㈬□休

□℡ □時北九州市立子どもの館八幡
西

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西

障



8※催しは内容など変更になる場合がございますので必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせ下さい。

■
平
成
27
年
度
北
九
州
市
遺
跡
発
掘

報
告
会
『―

第
10
回
発
掘
レ
ポ
ー
ト

最
前
線
！―

』

３
月
６
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜

同
４
時
。
北
九
州
市
立
生
涯
学
習
総

合
セ
ン
タ
ー
３
Ｆ
ホ
ー
ル
（
小
倉
北

区
大
門
）
。
平
成
27
年
度
に
発
見
さ

れ
た
遺
跡
を
中
心
に
、
ス
ラ
イ
ド
解

説
、
出
土
遺
物
の
展
示
が
行
わ
れ
る
。

菅
原
神
社
遺
跡
（
八
幡
西
区
）
折
尾

駅
の
西
側
で
見
つ
か
っ
た
古
墳
時
代

と
中
世
後
半
期
の
集
落
跡
。
三
郎
丸

遺
跡
第
４
地
点
（
小
倉
北
区
）
古
代

の
流
路
や
掘
立
柱
建
物
、
鍛
冶
作
業

の
遺
構
な
ど
。
山
王
遺
跡
第
２
地
点

（
八
幡
東
区
）
台
地
の
裾
部
か
ら
谷

地
に
か
け
て
の
調
査
。
大
手
町
遺
跡

第
14
地
点
（
小
倉
北
区
）
江
戸
時
代

の
屋
敷
区
画
に
伴
う
建
物
跡
や
石
組

溝
、
道
路
な
ど
。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団 

埋
蔵
文
化
財
調
査
室

０
９
３
（
５
８
２
）
０
９
４
１

　
　

■
北
九
州
交
響
楽
団
　

第
１
１
５
回
定
期
演
奏
会

４
月
24
日
（
日
）
午
後
２
時
20
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
北
九
州
ソ
レ
イ

ユ
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
大
手
町
）
。

指
揮
は
湯
浅
卓
雄
、
バ
イ
オ
リ
ン
中

村
太
地
。
芥
川
也
寸
志
「
交
響
管
弦

楽
の
た
め
の
音
楽
」
、
ブ
ラ
ー
ム
ス

「
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
」
な
ど
。
全

席
自
由
。
入
場
料
、
一
般
１
３
０
０

円
、
学
生
８
０
０
円（
小
〜
大
学
生
）
。

当
日
各
２
０
０
円
増
。
親
子
室
、
託

児
ル
ー
ム
（
有
料
・
要
予
約
）
あ
り
。

北
九
州
交
響
楽
団
事
務
局

デ
ィ
ー
キ
ュ
ー
ブ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内

０
９
３
（
５
３
３
）
３
４
５
６

■
森
下
九
段
　
講
演
会
・
指
導
対
局

「
将
棋
に
お
け
る
思
考
法
・
勝
つ
た

め
の
戦
略
、
読
み
と
大
局
観
」

３
月
22
日
（
火
）
午
後
５
時
30
分
開

場
、
同
６
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）
。
森
下
九
段
は
地
元
小
倉
南
区

出
身
の
棋
士
。
小
学
６
年
で
奨
励
会

試
験
に
合
格
、
17
歳
で
プ
ロ
デ
ビ
ュ

ー
し
、
「
無
冠
の
帝
王
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
講
演
会
で
は
、
不
屈
の
精

神
と
そ
の
生
き
方
と
、
将
棋
を
通
し

て
の
大
局
観
を
熱
く
語
る
。
指
導
対

局
の
観
戦
は
午
後
７
時
か
ら
、
講
演

会
チ
ケ
ッ
ト
購
入
者
限
定
。
全
席
自

由
。
入
場
料
、
大
人
１
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

　
芸
能
事
務
所
が
子
ど
も
を
選
ぶ
と

き
に
何
を
見
る
か
と
い
う
と
「
保
護

者
」
だ
そ
う
で
す
。
何
事
も
同
じ
な

の
で
す
ね
。
私
の
生
徒
さ
ん
の
お
母

様
方
は
本
当
に
で
き
た
方
々
ば
か
り
、

だ
か
ら
こ
そ
生
徒
さ
ん
た
ち
が
う
ま

く
な
る
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
A
君
と
い
う
、
子
ど
も

の
ピ
ア
ノ
界
で
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
名

の
知
れ
た
男
の
子
が
い
ま
す
。
皆
さ

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・インフ
ォメーション、響ホールなど

『森下九段　講演会・指導対局』
チラシ

北九州交響楽団
『第115回定期演奏会』チラシ

見つかった屋敷の区画と石組溝や道路 
(大手町遺跡)

ま
は
「
彼
は
天
才
な
の
で
し
ょ
う
」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
彼
を
間
近
で

見
て
い
る
私
は
、
「
天
才
」
と
い
う

言
葉
に
大
変
抵
抗
を
感
じ
ま
す
。
彼

の
努
力
と
、
そ
の
努
力
で
き
る
素
地

を
作
っ
て
い
っ
た
ご
両
親
様
の
導
き

が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

３
歳
か
ら
一
緒
に
勉
強
し
て
い
ま
す

が
、
彼
の
お
母
様
は
素
直
、
実
直
、

私
の
お
願
い
に
は
「
は
い
、
わ
か
り

ま
し
た
！
」
と
し
か
お
っ
し
ゃ
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
の

お
願
い
を
思
っ
た
以
上
に
こ
な
し
て

く
だ
さ
る
。
お
父
様
は
、
お
母
様
が

得
意
で
は
な
い
パ
ソ
コ
ン
で
の
書
類

作
り
な
ど
て
き
ぱ
き
と
こ
な
し
、
夫

婦
間
で
子
育
て
の
役
割
分
担
が
き
ち

ん
と
で
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ

り
も
、
「
努
力
を
す
る
」
と
い
う
こ

と
に
対
し
て
子
ど
も
自
身
が
疑
問
を

感
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
し
て

そ
の
努
力
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
い

よ
う
努
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で

す
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
子
育
て
を
見

習
い
な
が
ら
、
私
も
生
徒
さ
ん
の
成

長
の
助
け
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、
一

層
頑
張
り
ま
す
。

保
護
者
の
子
育
て
に
学
ぶ

　

「CulCul・かるかる」の掲載記事がホームページとアプリで楽しめるようになりました

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

北九州市文化芸術メディアサイト

http://www.kitakyushu-culcul.jp
CulCul・かるかる

ホームページの閲覧とアプリのダウンロードはこちらから

App Store（iOS）とPlayストア（Android）の
アプリから「CulCul」で検索!!

※ iOSアプリ近日公開予定

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第7回カワイ音楽コンクール北九州予選会受賞者コンサート 20㈰㈷ 10:30 ￥540 カワイ音楽教室
093（521）5453

橋本邦洸　～春～　夢尺八ソロコンサート 21㈪（振） 13:30 ￥2000 夢尺八事務局
090（9401）3678【荒木】

日本将棋連盟　森下九段講演会　指導対局
「将棋における思考法・勝つための戦略・読みと大局観」 22㈫ 18:00 一般 ￥1500

高校生以下 ￥1000 黒崎ひびしんホール
093（621）4566第11回 新きたきゅう音楽塾 in 黒崎 28㈪ 13:00 ￥500

中
ホ
ー
ル

阿部直昭絵画教室彩友会作品展　

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

絵画クラブ “悠々” 第15回作品展

洋画 2/29㈪～3/6㈰ 無　料 阿部直昭絵画教室 彩友会
0949（26）7942【阿部】※2/29㈪は12:00から、3/6㈰は16:00まで

洋画 7㈪～
13㈰

9:00～
18:00

無　料
093（611）3388【宇都】※7㈪は13:30から、13㈰は16:00まで

絵画クラブ“悠々”

虹水彩画会　水彩画 14㈪～
20㈰㈷

10:00～
17:00

無　料 虹水彩画会
093（613）3453【岩嵜】※20㈰㈷は16:00まで

玄友会展　書 25㈮～
28㈪

10:00～
17:00

無　料 玄友会
093（881）8640【篠原】※28㈪は16:00まで

楡の会絵画展　洋画 7㈪～
13㈰

9:00～
17:00

無　料 楡の会
093（601）8196【熊洞】※7㈪は11:00から、13㈰は16:00まで

絵画クラブカンヴァス作品展　洋画 14㈪～
20㈰㈷

9:00～
17:00

無　料 絵画クラブカンヴァス
093（741）3680【宮田】※14㈪は12:00から、20㈰㈷は15:00まで

第19回きらく会絵画展　洋画 21㈪（振）
～27㈰

9:00～
17:00

無　料 絵画クラブ「きらく会」
093（563）2139【髙﨑】※21㈪（振）は11:00から、27㈰は16:00まで

全
展
示
室

展
示
室
１

展
示
室
２

忘れないで東日本大震災被災者支援チャリティー
日本舞踊・歌曲・尺八・筝曲・二胡 5㈯ 12:00 ￥2000 花柳三五郎の会

093（551）1300【三五郎】

人形浄瑠璃「文楽」
昼の部：「団子売」「心中天網島」／夜の部：「絵本太功記」「日高川入相花王」 6㈰ 13:30 一般 ￥3000

学生（小～大学生） ￥1500 北九州芸術劇場
093（562）2655

18:00

〔昼の部〕

〔夜の部〕
※対象：小学生以上　※当日各￥500増

第23回　とばたチャリティー芸能フェスティバル
戸畑のまちの芸達者の皆さんによる、歌や踊りにあふれた楽しいひと時です。 9㈬ 10:30 ￥500 戸畑区役所コミュニティ支援課

093（871）1501（内線258）【吉永】
ピアノ演奏グループ「未来」40周年記念演奏会「コンチェルトの夕べ」
ポーランド・シレジア・フィルハーモニー管弦楽団を迎えて 11㈮ 18:30 大人 ￥3000

学生 ￥2000
ピアノ演奏グループ「未来」
090（9596）2803【明石】

第12回　戸畑区小学校・中学校・高等学校・大学吹奏楽部合同演奏会 13㈰ 13:00 無　料 北九州市立飛幡中学校
093（882）3652

第14回　北九州市立板櫃中学校吹奏楽部　定期演奏会
「斐伊川に流るるクシナダ姫の涙」など 20㈰㈷ 14:00 無　料 北九州市立板櫃中学校

093（561）4993【古殿】
福岡県立戸畑高等学校吹奏楽部　第19回定期演奏会
曲目 ♪カンタベリーコラール ♪レ・ミゼラブル ♪Ｍｒ.インクレディブル など 21㈪（振） 14:00 ￥400

小学生以下無料
福岡県立戸畑高等学校吹奏楽部

093（871）0928【藤島】
北九州市立飛幡中学校　第9回心音コンサート
2015年度課題曲、ディープ・パープル、おどるポンポコリンなど 26㈯ 13:00 無　料 北九州市立飛幡中学校

093（882）3652

北九州青い空合唱団　定期演奏会 27㈰ 14:00 ￥1000 北九州青い空合唱団
090（6297）9009

九州国際大学付属中学校・高等学校吹奏楽部　第20回定期演奏会
マーチ「テイク・オフ」、吹奏楽のための序曲（メンデルスゾーン）ほか 28㈪ 18:00 無　料 九州国際大学付属中学校・高等学校吹奏楽部

093（671）8443【宮武】
ロ・ステッソ’73　オペラティックコンサート
同じ年に北九州市で生まれたオペラ歌手、藤原海考と党主税によるコンサート 4㈮ 19:00 ￥3000 党　主税（とう　ちから）

090（1888）7012

大分県立芸術文化短期大学生による福岡県人演奏会 10㈭ 19:00 無　料 大分県立芸術文化短期大学
音楽科福岡県人会

菅　加奈子ピアノリサイタル 11㈮ 19:00 一般 ￥2000　学生 ￥1000 090（5291）1013【菅】

映像にみる『福祉文化』の世界
映画「徘徊」～ママリン87歳の夏～上映 13㈰ 10:00

13:00
一般 ￥500
中学生以下無料

ウェルとばた総合案内
093（871）7200

ドキュメンタリー映画「僕がジョンと呼ばれるまで」上映会 16㈬ 14:30 ￥1000 ㈱九州共同映画社
092（741）7112【井上】※当日￥500増

ウェルカムコンサート
バイオリン：藤松純子　マリンバ：高松聡美 10㈭ 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内

093（871）7200

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル
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流
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ザ
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2016年
3月号表紙
あさの汐風公園（小倉北区浅野）

※2月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。 障害者手帳減免があります障害者手帳減免があります障

月

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

□℡ □時

障



8※催しは内容など変更になる場合がございますので必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせ下さい。

■
平
成
27
年
度
北
九
州
市
遺
跡
発
掘

報
告
会
『―
第
10
回
発
掘
レ
ポ
ー
ト

最
前
線
！―
』

３
月
６
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜

同
４
時
。
北
九
州
市
立
生
涯
学
習
総

合
セ
ン
タ
ー
３
Ｆ
ホ
ー
ル
（
小
倉
北

区
大
門
）
。
平
成
27
年
度
に
発
見
さ

れ
た
遺
跡
を
中
心
に
、
ス
ラ
イ
ド
解

説
、
出
土
遺
物
の
展
示
が
行
わ
れ
る
。

菅
原
神
社
遺
跡
（
八
幡
西
区
）
折
尾

駅
の
西
側
で
見
つ
か
っ
た
古
墳
時
代

と
中
世
後
半
期
の
集
落
跡
。
三
郎
丸

遺
跡
第
４
地
点
（
小
倉
北
区
）
古
代

の
流
路
や
掘
立
柱
建
物
、
鍛
冶
作
業

の
遺
構
な
ど
。
山
王
遺
跡
第
２
地
点

（
八
幡
東
区
）
台
地
の
裾
部
か
ら
谷

地
に
か
け
て
の
調
査
。
大
手
町
遺
跡

第
14
地
点
（
小
倉
北
区
）
江
戸
時
代

の
屋
敷
区
画
に
伴
う
建
物
跡
や
石
組

溝
、
道
路
な
ど
。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団 

埋
蔵
文
化
財
調
査
室

０
９
３
（
５
８
２
）
０
９
４
１

　
　

■
北
九
州
交
響
楽
団
　

第
１
１
５
回
定
期
演
奏
会

４
月
24
日
（
日
）
午
後
２
時
20
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
北
九
州
ソ
レ
イ

ユ
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
大
手
町
）
。

指
揮
は
湯
浅
卓
雄
、
バ
イ
オ
リ
ン
中

村
太
地
。
芥
川
也
寸
志
「
交
響
管
弦

楽
の
た
め
の
音
楽
」
、
ブ
ラ
ー
ム
ス

「
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
」
な
ど
。
全

席
自
由
。
入
場
料
、
一
般
１
３
０
０

円
、
学
生
８
０
０
円（
小
〜
大
学
生
）
。

当
日
各
２
０
０
円
増
。
親
子
室
、
託

児
ル
ー
ム
（
有
料
・
要
予
約
）
あ
り
。

北
九
州
交
響
楽
団
事
務
局

デ
ィ
ー
キ
ュ
ー
ブ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内

０
９
３
（
５
３
３
）
３
４
５
６

■
森
下
九
段
　
講
演
会
・
指
導
対
局

「
将
棋
に
お
け
る
思
考
法
・
勝
つ
た

め
の
戦
略
、
読
み
と
大
局
観
」

３
月
22
日
（
火
）
午
後
５
時
30
分
開

場
、
同
６
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）
。
森
下
九
段
は
地
元
小
倉
南
区

出
身
の
棋
士
。
小
学
６
年
で
奨
励
会

試
験
に
合
格
、
17
歳
で
プ
ロ
デ
ビ
ュ

ー
し
、
「
無
冠
の
帝
王
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
講
演
会
で
は
、
不
屈
の
精

神
と
そ
の
生
き
方
と
、
将
棋
を
通
し

て
の
大
局
観
を
熱
く
語
る
。
指
導
対

局
の
観
戦
は
午
後
７
時
か
ら
、
講
演

会
チ
ケ
ッ
ト
購
入
者
限
定
。
全
席
自

由
。
入
場
料
、
大
人
１
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

　
芸
能
事
務
所
が
子
ど
も
を
選
ぶ
と

き
に
何
を
見
る
か
と
い
う
と
「
保
護

者
」
だ
そ
う
で
す
。
何
事
も
同
じ
な

の
で
す
ね
。
私
の
生
徒
さ
ん
の
お
母

様
方
は
本
当
に
で
き
た
方
々
ば
か
り
、

だ
か
ら
こ
そ
生
徒
さ
ん
た
ち
が
う
ま

く
な
る
の
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
A
君
と
い
う
、
子
ど
も

の
ピ
ア
ノ
界
で
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
名

の
知
れ
た
男
の
子
が
い
ま
す
。
皆
さ

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・インフ
ォメーション、響ホールなど

『森下九段　講演会・指導対局』
チラシ

北九州交響楽団
『第115回定期演奏会』チラシ

見つかった屋敷の区画と石組溝や道路 
(大手町遺跡)

ま
は
「
彼
は
天
才
な
の
で
し
ょ
う
」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
彼
を
間
近
で

見
て
い
る
私
は
、
「
天
才
」
と
い
う

言
葉
に
大
変
抵
抗
を
感
じ
ま
す
。
彼

の
努
力
と
、
そ
の
努
力
で
き
る
素
地

を
作
っ
て
い
っ
た
ご
両
親
様
の
導
き

が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

３
歳
か
ら
一
緒
に
勉
強
し
て
い
ま
す

が
、
彼
の
お
母
様
は
素
直
、
実
直
、

私
の
お
願
い
に
は
「
は
い
、
わ
か
り

ま
し
た
！
」
と
し
か
お
っ
し
ゃ
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
の

お
願
い
を
思
っ
た
以
上
に
こ
な
し
て

く
だ
さ
る
。
お
父
様
は
、
お
母
様
が

得
意
で
は
な
い
パ
ソ
コ
ン
で
の
書
類

作
り
な
ど
て
き
ぱ
き
と
こ
な
し
、
夫

婦
間
で
子
育
て
の
役
割
分
担
が
き
ち

ん
と
で
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ

り
も
、
「
努
力
を
す
る
」
と
い
う
こ

と
に
対
し
て
子
ど
も
自
身
が
疑
問
を

感
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
し
て

そ
の
努
力
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
い

よ
う
努
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で

す
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
子
育
て
を
見

習
い
な
が
ら
、
私
も
生
徒
さ
ん
の
成

長
の
助
け
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、
一

層
頑
張
り
ま
す
。

保
護
者
の
子
育
て
に
学
ぶ

　

「CulCul・かるかる」の掲載記事がホームページとアプリで楽しめるようになりました

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

北九州市文化芸術メディアサイト

http://www.kitakyushu-culcul.jp
CulCul・かるかる

ホームページの閲覧とアプリのダウンロードはこちらから

App Store（iOS）とPlayストア（Android）の
アプリから「CulCul」で検索!!

※ iOSアプリ近日公開予定
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　「
日
本
に
マ
ン
ガ
家
は
何
人
い
る

の
か
？
」―

―

マ
ン
ガ
施
設
の
研
究

員
と
い
う
職
業
柄
、
し
ば
し
ば
尋
ね

ら
れ
る
の
で
す
が
、
実
は
こ
れ
、
け

っ
こ
う
難
し
い
質
問
な
の
で
す
。
明

快
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
不
可
能
と

言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
理
由
は
ま
ず
、
数
が
多
す
ぎ

る
と
い
う
こ
と
。
少
年
・
少
女
・
男

性
・
女
性
さ
ま
ざ
ま
な
読
者
層
に
向

け
て
た
く
さ
ん
の
雑
誌
が
次
々
に
刊

行
さ
れ
、
多
種
多
様
な
マ
ン
ガ
が
書

店
に
並
ん
で
い
ま
す
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
１
年
間
で
新
た
に
刊
行
さ
れ

る
マ
ン
ガ
雑
誌
・
単
行
本
は
お
よ
そ

１
万
種
類
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
そ
の
ま
ま
現
役
作
家
の
数
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
何
千
あ

る
い
は
何
万
人
に
も
上
る
こ
と
は
想

像
が
つ
き
ま
す
。

　
次
に
、
マ
ン
ガ
家
に
は
資
格
も
免

許
も
必
要
な
く
、
団
体
・
協
会
へ
の

所
属
義
務
も
あ
り
ま
せ
ん
。
「
公
益

社
団
法
人 

日
本
漫
画
家
協
会
」
と

い
う
任
意
参
加
の
互
助
団
体
は
あ
り

ま
す
が
、
会
員
数
は
９
２
０
名
（
２

０
１
５
年
７
月
時
点
）
で
、
未
加
盟

の
作
家
の
方
が
お
そ
ら
く
多
い
で
し

ょ
う
。

　
で
は
仮
に
、
日
本
の
マ
ン
ガ
雑

誌
・
単
行
本
の
情
報
を
す
べ
て
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
す
れ
ば
（
文
化
庁
の
主

導
で
、
実
際
に
「
メ
デ
ィ
ア
芸
術
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
」
が
作
成
さ
れ
、
試
験

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
）
日
本
の
マ
ン

ガ
家
の
正
確
な
総
数
が
分
か
る
の
で

し
ょ
う
か
？
　
答
え
は
Ｎ
Ｏ
。
日
本

の
マ
ン
ガ
界
は
プ
ロ
と
ア
マ
チ
ュ
ア

の
境
目
が
あ
い
ま
い
で
、
書
店
流
通

の
出
版
物
で
は
な
い
形
で
作
品
を
発

表
す
る
マ
ン
ガ
家
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
「
同
人
誌
」
と
呼
ば
れ
る
自
費

出
版
物
と
、
「pixiv

」
な
ど
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
画
像
投
稿
掲
示
板

で
す
。

　
例
え
ば
、
作
家
た
ち
が
同
人
誌
を

持
ち
寄
っ
て
手
売
り
す
る
「
同
人
誌

即
売
会
」
の
う
ち
、
最
大
規
模
の

「
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
は
、

３
日
間
の
会
期
で
３
万
５
千
の
作
家

（
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
）
が
出
展

し
、
52
万
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し

た
（
２
０
１
５
年
12
月
29
日
〜
31
日

開
催
）
。
音
楽
Ｃ
Ｄ
や
ゲ
ー
ム
ソ
フ

ト
な
ど
マ
ン
ガ
以
外
の
作
品
を
売
っ

て
い
る
作
家
も
含
め
て
の
数
で
す
が
、

書
店
流
通
の
マ
ン
ガ
と
同
等
か
そ
れ

以
上
の
人
数
の
マ
ン
ガ
家
が
参
加
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　「
日
本
は
世
界
に
冠
た
る
マ
ン
ガ

大
国
で
あ
る
」
と
近
年
よ
く
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
発
行
部
数

や
市
場
規
模
な
ど
産
業
的
な
側
面
ば

か
り
が
目
を
引
き
が
ち
で
す
が
、
マ

ン
ガ
を
表
現
文
化
と
捉
え
る
な
ら
ば
、

仕
事
で
な
く
趣
味
と
し
て
マ
ン
ガ
を

描
き
続
け
て
い
る
人
々
も
含
め
た
、

世
界
に
類
例
を
見
な
い
作
家
層
の
分

厚
さ
に
こ
そ
〝
マ
ン
ガ
大
国
〞
の
根

幹
が
あ
る
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
、
３
月
19
日
か
ら
４
月
10
日
ま
で
、

「
ア
ズ
50
年
展―

マ
ン
ガ
同
人
の
半

世
紀
」
と
題
し
た
展
覧
会
と
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
１
９
６
６

年
に
創
設
さ
れ
今
年
で
50
周
年
を
迎

え
る
、
地
元
の
マ
ン
ガ
同
人
サ
ー
ク

ル
「
ア
ズ
漫
画
研
究
会
」
の
歩
み
を

紹
介
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
サ
ー
ク

ル
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、
創
設
当
時

の
メ
ン
バ
ー
が
創
作
を
続
け
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
子
ど
も
世
代
の

若
い
作
家
も
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
北
九
州
と
下
関
を
地
盤
に
、
同

「
ア
ズ
50
年
展―

マ
ン
ガ
同
人
の
半
世
紀
」

　マ
ン
ガ
大
国
・
日
本
の
根
幹
を
支
え
る
同
人
文
化

図１　同人誌『アズ』創刊号
（アズ漫画研究会　1967年）

図２　同人誌『As』（アズ漫画研究会　2008年）
表紙は若手メンバー・しいたけ（イラストレーター）の作品

人
誌
や
展
覧
会
、
似
顔
絵
描
き
や
作

画
教
室
な
ど
、
日
々
の
生
活
の
中
で

コ
ツ
コ
ツ
と
活
動
を
続
け
て
き
た
か

ら
こ
そ
で
し
ょ
う
。
そ
の
功
績
に
対

し
、
市
は
「
第
一
回
北
九
州
市
民
文

化
功
労
賞
」
（
２
０
１
３
年
）
を
お

贈
り
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
の
中
に
マ
ン
ガ
が
あ
る
楽
し

さ
、
思
い
を
表
現
し
、
人
に
見
せ
、

楽
し
ま
せ
る
喜
び―

―

〝
マ
ン
ガ
の

街
・
北
九
州
〞
の
原
点
を
感
じ
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

漫画
hiroba表　　智　之

北九州市漫画ミュージアム　専門研究員
漫画と北九州

Tomoyuki Omote

【開催期間】３月19日（土）～４月10日（日）
【開館時間】午前11時～午後７時
（入館は午後６時30分まで）
【休館日】3月22日（火）
【会場】５Ｆ 企画展示室
【観覧料】無料
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

「アズ50年展－マンガ同人の半世紀」
Information
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埋蔵財
化
文

hiroba 梅　﨑　惠　司

遺跡からのメッセージ
（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室

Keiji Umezaki

　
八
幡
西
区
大
字
浅
川
に
所
在
す
る

浅
川
城
跡
は
中
世
の
山
城
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
山
城
は
標
高
約
70

メ
ー
ト
ル
で
、
南
北
約
２
５
０
メ
ー

ト
ル
の
細
長
い
山
城
で
す
。
今
回
発

掘
調
査
し
た
地
点
は
、
南
北
に
延
び

た
小
山
中
央
部
分
か
ら
東
に
延
び
た

曲
輪
で
す
。
こ
れ
を
東
出
曲
輪
と
呼

び
ま
す
。
発
掘
調
査
面
積
は
２
１
５

０
平
方
メ
ー
ト
ル
。
当
地
は
自
然
林

が
残
っ
て
い
る
里
山
で
し
た
。
樹
木

の
伐
採
と
除
去
、
そ
し
て
人
力
に
よ

る
表
土
剥
ぎ
と
大
変
な
調
査
で
し

た
。
調
査
期
間
は
約
３
カ
月
間
。

　
検
出
し
た
遺
構
は
、
曲
輪
14
、
堀

切
１
、
縦
堀
１
、
土
塁
１
、
武
者
溜

り
１
で
す
。
堀
切
は
断
面
が
逆
三
角

形
で
、
南
北
側
に
延
び
、
丘
陵
の
下

側
ま
で
延
び
て
い
ま
し
た
。
南
側
は

二
股
に
分
か
れ
、
一
方
は
行
き
止
ま

り
、
他
方
は
幅
が
狭
く
一
人
ず
つ
し

か
通
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
浅

川
城
の
特
徴
の
一
つ
は
、
こ
の
堀
切

で
東
西
南
北
の
四
方
が
区
切
ら
れ
て

い
た
こ
と
で
す
。
今
回
は
東
端
の
堀

切
を
調
査
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

堀
切
の
南
端
に
は
入
り
口
と
み
ら
れ

る
部
分
が
あ
り
、
こ
の
真
上
に
数
メ

ー
ト
ル
の
土
坑
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
入
り
口
を
見
張
る
武
者
溜
り
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
付
近
か
ら
出
土
し
た
遺
物

は
、
土
師
器
の
皿
、
坏
、
瓦
質
の

甕
、
す
り
鉢
。
備
前
陶
器
の
す
り
鉢

な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
は
こ
こ
に
人
が

居
た
こ
と
を
示
す
状
況
証
拠
で
あ
り

ま
す
。
年
代
は
16
世
紀
。

　
山
城
が
あ
る
浅
川
は
当
時
、
筑
前

国
山
鹿
荘
内
に
あ
っ
た
一
つ
の
村

で
、
当
地
は
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時

代
に
か
け
て
地
頭
代
と
し
て
活
躍
し

た
麻
生
氏
の
所
領
で
し
た
。
従
っ
て

麻
生
氏
の
一
族
郎
党
が
関
わ
っ
た
山

城
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
城
は

村
と
一
連
の
開
発
拠
点
と
し
て
、
ま

た
浅
川
地
区
や
洞
海
湾
と
遠
賀
川
河

口
を
つ
な
ぐ
江
川
の
管
理
の
た
め
に

築
造
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
陶
磁
器

が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
戸

時
代
に
な
っ
て
番
所
が
置
か
れ
管
理

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
5
月
号
で
す
】

つわものどもの夢の跡
  ―中世山城浅川城―

〈埋蔵文化財の展示案内〉
・ 北九州市立埋蔵文化財センター（小倉北区金田1の1の3　093（582）0941）
　北九州市を掘る（82）　埋蔵文化財速報展『小倉城西曲輪(にしくるわ)の藩士・町屋敷跡-大手町遺跡第13地点-』
　藩施設や町屋敷から出土した陶磁器や瓦、銅製品など約50点を展示　常設展もあり
【開催期間】4月24日（日）まで
【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）※毎週月曜日（休日の場合はその翌日）、年末年始は休館
【入館料】無料

・黒崎歴史ふれあい館（八幡西区黒崎3の15の3黒崎駅横コムシティ１F）
常設展開催中
常設展『城下町から宿場町へ～出土品が語る黒崎の歴史と文化～』『シュガーロード・発掘物語』

【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）※年中無休
【入館料】無料

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
里
山
に
は
ト
ン
ビ
が
た
く
さ
ん
飛

び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
開
発
が
彼
ら

の
生
活
環
境
を
狭
め
て
し
ま
っ
た
の

か
と
思
う
と
気
が
か
り
で
す
。

　
山
城
か
ら
は
本
城
で
あ
る
花
尾
城

や
帆
柱
山
城
、
若
松
の
花
房
山
城
な

ど
が
見
え
ま
し
た
。
の
ろ
し
や
旗
を

あ
げ
連
絡
を
取
り
合
っ
た
当
時
の
つ

わ
も
の
の
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

浅川城跡全景（東から）

曲輪３斜面の調査状況

や
ま
じ
ろ

く
る
わ

ひ
が
し
で
く
る
わ

ほ
り

き
り

た
て
ぼ
り

ど
る
い

む
し
ゃ
だ
ま

は
　じ
　き

つ
き

が
し
つ

か
め

じ
と
う
だ
い

ほ
ば
し
ら
や
ま
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マ
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マ
ン
ガ
雑

誌
・
単
行
本
の
情
報
を
す
べ
て
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
す
れ
ば
（
文
化
庁
の
主

導
で
、
実
際
に
「
メ
デ
ィ
ア
芸
術
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
」
が
作
成
さ
れ
、
試
験

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
）
日
本
の
マ
ン

ガ
家
の
正
確
な
総
数
が
分
か
る
の
で

し
ょ
う
か
？
　
答
え
は
Ｎ
Ｏ
。
日
本

の
マ
ン
ガ
界
は
プ
ロ
と
ア
マ
チ
ュ
ア

の
境
目
が
あ
い
ま
い
で
、
書
店
流
通

の
出
版
物
で
は
な
い
形
で
作
品
を
発

表
す
る
マ
ン
ガ
家
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
「
同
人
誌
」
と
呼
ば
れ
る
自
費

出
版
物
と
、
「pixiv

」
な
ど
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
画
像
投
稿
掲
示
板

で
す
。

　
例
え
ば
、
作
家
た
ち
が
同
人
誌
を

持
ち
寄
っ
て
手
売
り
す
る
「
同
人
誌

即
売
会
」
の
う
ち
、
最
大
規
模
の

「
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
は
、

３
日
間
の
会
期
で
３
万
５
千
の
作
家

（
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
）
が
出
展

し
、
52
万
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し

た
（
２
０
１
５
年
12
月
29
日
〜
31
日

開
催
）
。
音
楽
Ｃ
Ｄ
や
ゲ
ー
ム
ソ
フ

ト
な
ど
マ
ン
ガ
以
外
の
作
品
を
売
っ

て
い
る
作
家
も
含
め
て
の
数
で
す
が
、

書
店
流
通
の
マ
ン
ガ
と
同
等
か
そ
れ

以
上
の
人
数
の
マ
ン
ガ
家
が
参
加
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　「
日
本
は
世
界
に
冠
た
る
マ
ン
ガ

大
国
で
あ
る
」
と
近
年
よ
く
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
発
行
部
数

や
市
場
規
模
な
ど
産
業
的
な
側
面
ば

か
り
が
目
を
引
き
が
ち
で
す
が
、
マ

ン
ガ
を
表
現
文
化
と
捉
え
る
な
ら
ば
、

仕
事
で
な
く
趣
味
と
し
て
マ
ン
ガ
を

描
き
続
け
て
い
る
人
々
も
含
め
た
、

世
界
に
類
例
を
見
な
い
作
家
層
の
分

厚
さ
に
こ
そ
〝
マ
ン
ガ
大
国
〞
の
根

幹
が
あ
る
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
、
３
月
19
日
か
ら
４
月
10
日
ま
で
、

「
ア
ズ
50
年
展―

マ
ン
ガ
同
人
の
半

世
紀
」
と
題
し
た
展
覧
会
と
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
１
９
６
６

年
に
創
設
さ
れ
今
年
で
50
周
年
を
迎

え
る
、
地
元
の
マ
ン
ガ
同
人
サ
ー
ク

ル
「
ア
ズ
漫
画
研
究
会
」
の
歩
み
を

紹
介
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
サ
ー
ク

ル
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、
創
設
当
時

の
メ
ン
バ
ー
が
創
作
を
続
け
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
子
ど
も
世
代
の

若
い
作
家
も
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
北
九
州
と
下
関
を
地
盤
に
、
同

「
ア
ズ
50
年
展―

マ
ン
ガ
同
人
の
半
世
紀
」

　マ
ン
ガ
大
国
・
日
本
の
根
幹
を
支
え
る
同
人
文
化

図１　同人誌『アズ』創刊号
（アズ漫画研究会　1967年）

図２　同人誌『As』（アズ漫画研究会　2008年）
表紙は若手メンバー・しいたけ（イラストレーター）の作品

人
誌
や
展
覧
会
、
似
顔
絵
描
き
や
作

画
教
室
な
ど
、
日
々
の
生
活
の
中
で

コ
ツ
コ
ツ
と
活
動
を
続
け
て
き
た
か

ら
こ
そ
で
し
ょ
う
。
そ
の
功
績
に
対

し
、
市
は
「
第
一
回
北
九
州
市
民
文

化
功
労
賞
」
（
２
０
１
３
年
）
を
お

贈
り
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
の
中
に
マ
ン
ガ
が
あ
る
楽
し

さ
、
思
い
を
表
現
し
、
人
に
見
せ
、

楽
し
ま
せ
る
喜
び―

―

〝
マ
ン
ガ
の

街
・
北
九
州
〞
の
原
点
を
感
じ
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

漫画
hiroba表　　智　之

北九州市漫画ミュージアム　専門研究員
漫画と北九州

Tomoyuki Omote

【開催期間】３月19日（土）～４月10日（日）
【開館時間】午前11時～午後７時
（入館は午後６時30分まで）
【休館日】3月22日（火）
【会場】５Ｆ 企画展示室
【観覧料】無料
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

「アズ50年展－マンガ同人の半世紀」
Information
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文
学
館
で
は
、
入
手
し
づ
ら
い
北

九
州
ゆ
か
り
の
作
品
を
収
め
た
「
文

学
館
文
庫
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

３
月
末
に
刊
行
予
定
の
11
巻
目
は
、

小
倉
藩
の
勇
将
・
島
村
志
津
摩
を
主

人
公
に
、
第
二
次
長
州
征
伐
の
と
き

の
小
倉
藩
と
長
州
藩
と
の
戦
い
を
描

い
た
、
劉
寒
吉
『
山
河
の
賦
』
を
お

届
け
し
ま
す
。
今
回
は
、
作
者
・
劉

寒
吉
に
つ
い
て
紹
介
し
つ
つ
、
『
山

河
の
賦
』
の
魅
力
を
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
劉
寒
吉
は
１
９
０
６（
明
治
39
）

年
、
北
九
州
・
小
倉
に
、
か
つ
て
小

倉
藩
の
砂
糖
御
用
達
商
で
あ
っ
た

「
濱
田
屋
」
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
本
名
は
濱
田
陸
一
と
い
い

ま
す
。
天
神
島
尋
常
小
学
校
に
通
い
、

小
学
校
４
年
の
時
に
転
校
し
て
き
た
、

後
に
『
富
島
松
五
郎
伝
』（
『
無
法

松
の
一
生
』
）
を
著
す
岩
下
俊
作
と

出
会
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
同
小
学

校
の
２
学
年
上
に
は
児
童
文
学
者
の

阿
南
哲
朗
、
２
学
年
下
に
は
松
本
清

張
が
い
ま
し
た
。
劉
と
岩
下
と
は
友

人
と
し
て
、
ま
た
文
学
上
の
好
敵
手

と
し
て
、
一
生
を
通
じ
た
付
き
合
い

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
劉
は
小
倉
商
業
学
校

（
現
・
小
倉
商
業
高
校
）
に
進
学
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
文
芸
同
人
誌
で
作
品

を
発
表
し
始
め
ま
す
。
卒
業
後
も
家

業
の
傍
ら
創
作
活
動
を
続
け
、
岩
下

ら
の
同
人
誌
「
稜
体
発
光
」
に
参
加
、

引
き
続
き
「
と
ら
ん
し
つ
と
」
同
人

と
な
り
ま
す
。
こ
の
「
と
ら
ん
し
つ

と
」
に
は
17
号
か
ら
火
野
葦
平
が
参

加
し
、
以
後
親
し
い
交
わ
り
を
持
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
。33 （
昭
和
８
）年
に

は「
と
ら
ん
し
つ
と
」を
含
め
た
５
誌

の
合
併
に
よ
り「
第
二
次
九
州
文
学
」

が
創
刊
。
こ
の
九
州
を
代
表
す
る
文

芸
同
人
誌
「
九
州
文
学
」
を
、
劉
は

一
生
を
か
け
て
守
り
抜
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、火
野
葦
平
が「
糞
尿
譚
」

で
第
６
回
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
の
は

38
年
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
受
賞
に

勇
気
を
得
た
同
人
た
ち
は
一
斉
に
小

説
を
書
き
始
め
、劉
は「
魑
魅
跳
梁
」

を
執
筆
。
本
作
は
雑
誌
「
改
造
」
の

懸
賞
で
佳
作
と
な
り
、
39
年
９
月
、

「
九
州
文
学
」
に
「
人
間
競
争
」
と

改
題
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
41
年
５
月
よ
り
「
山
河
の
賦
」

の
連
載
が
始
ま
り
ま
す
。
福
岡
日
日

新
聞
（
現
・
西
日
本
新
聞
）
に
、
１

０
３
回
連
載
さ
れ
た
本
作
は
、
42
年
、

六
芸
社
よ
り
刊
行
さ
れ
、
翌
年
に
は

第
三
回
九
州
文
学
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
劉
は
「
翁
」
で
芥
川
賞
候
補
、「
十

時
大
尉
」
「
風
雪
」
で
そ
れ
ぞ
れ
直

木
賞
候
補
と
な
り
、
そ
の
筆
力
を
証

明
し
、
以
降
作
家
と
し
て
の
歩
み
を

進
め
ま
す
。
特
に
九
州
を
舞
台
と
し

た
歴
史
小
説
を
多
く
手
が
け
、
没
す

る
ま
で
創
作
を
続
け
ま
し
た
。
ま
た

森
鷗
外
旧
居
の
保
存
や
歴
史
博
物
館
、

美
術
館
の
設
立
に
も
力
を
尽
く
し
、

北
九
州
の
文
化
醸
成
に
多
大
な
貢
献

を
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、『
山
河
の
賦
』
は
劉
最
初

の
単
行
本
で
あ
り
、
没
後
の
90
年
に

新
人
物
往
来
社（
現
・KADOKAWA

）

か
ら
再
刊
さ
れ
た
評
価
の
高
い
作
品

で
す
。
地
元
・
小
倉
を
舞
台
に
奮
闘

す
る
島
村
志
津
摩
の
姿
と
心
根
は
、

読
者
の
心
を
強
く
打
ち
ま
す
。
長
州

軍
に
敗
戦
を
重
ね
、
小
倉
城
を
も
自

焼
さ
せ
て
、
も
は
や
必
敗
の
状
況
と

な
っ
た
小
倉
藩
に
お
い
て
肥
後
藩
へ

の
撤
退
が
大
勢
を
占
め
る
中
、
志
津

摩
は
一
人
、
涙
を
流
し
決
戦
論
を
主

張
し
ま
す
。
故
郷
で
あ
る
小
倉
を
捨

て
る
こ
と
へ
の
強
い
憤
り
が
、
彼
を

突
き
動
か
し
た
の
で
す
。
生
ま
れ
、

育
っ
た
故
郷
の
豊
か
な
山
河
は
志
津

摩
の
心
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
失
う
こ
と
は
、
彼
に

と
っ
て
死
も
同
然
で
す
。
そ
れ
は
、

他
の
小
倉
藩
士
に
と
っ
て
も
同
じ
で

し
た
。
志
津
摩
の
怒
り
が
、
皆
に
そ

れ
に
気
付
か
せ
た
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
個
人
の
「
内
面
」
は
、

史
実
に
は
表
れ
ま
せ
ん
。
志
津
摩
が

決
戦
論
を
主
張
し
た
、
結
果
、
小
倉

藩
は
そ
れ
を
採
っ
た
、
と
い
う
史
実

が
あ
り
、
劉
は
そ
の
空
隙
、
あ
る
い

は
因
果
と
し
て
、
小
倉
の
山
河
を
内

面
化
し
た
志
津
摩
の
怒
り
を
描
き
ま

し
た
。

　
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
史

実
の
間
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
く
る
一

人
の
人
間
像
で
す
。
『
山
河
の
賦
』

の
読
者
は
そ
れ
に
心
打
た
れ
、
そ
し

て
、
歴
史
を
「
い
ま
」
と
し
て
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
本
書
が
刊
行
さ
れ
る
こ
ろ
、
小
倉

城
で
は
桜
が
咲
き
始
め
て
い
る
時
期

で
す
。
桜
の
下
で
『
山
河
の
賦
』
を

読
み
つ
つ
１
５
０
年
前
の
島
村
志
津

摩
の
勇
姿
に
思
い
を
は
せ
て
み
る
、

と
い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

劉寒吉『山河の賦』
（六芸社1942年4月）

劉寒吉

北九州市小倉北区城内4の1
093（571）1505
【開館時間】
午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）
【休館日】月曜日
【入館料】
一般200円　中高生100円　小学生50円
〈年間パスポート〉
一般400円　中高生200円　小学生100円

Information

文芸
hiroba 稲　田　大　貴

北九州市立文学館　学芸員
Daiki Inada

ようこそ文学館へ

し

づ

ま

ち
み
ち
ょ
う
り
ょ
う

「
文
学
館
文
庫
11

　山
河
の
賦

　劉
寒
吉
」
刊
行
！

5 CulCul  2016. March

美術
hiroba 那　須　孝　幸

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸係長

Takayuki Nasu

　
現
在
、
北
九
州
市
立
美
術
館
本
館

（
戸
畑
区
）は
、
改
修
工
事
の
た
め

休
館
し
て
い
ま
す
。
１
９
７
４
年
の

開
館
か
ら
す
で
に
41
年
を
数
え
、
空

調
設
備
や
屋
上
、
壁
面
の
老
朽
化
が

進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
大
規
模
な
修
繕

工
事
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
着
工
を
前
に
、
美
術
館
な
ら

で
は
の
大
仕
事
が
、
収
蔵
作
品
の
引

っ
越
し
で
す
。
外
部
か
ら
の
侵
入
を

厳
重
に
管
理
し
た
、
い
わ
ば
巨
大
な

金
庫
の
よ
う
な
作
品
収
蔵
庫
の
内
部

で
は
、
年
間
を
通
じ
て
温
湿
度
が
一

定
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。
工
事
に
あ

た
っ
て
は
、
作
品
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
一
点
一
点
を

丁
寧
に
梱
包
し
、
安
全
な
場
所
に
移

動
さ
せ
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
歴
史
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
ま
し

ょ
う
。
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

現
在
の
市
民
が
未
来
へ
と
送
る
財
産

で
す
。
当
館
の
場
合
、
前
身
と
な
る

北
九
州
市
立
八
幡
美
術
館
が
58
年
に

旧
八
幡
市
の
八
幡
市
美
術
工
芸
館
と

し
て
開
館
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

こ
か
ら
数
え
る
と
実
に
半
世
紀
を
超

え
る
収
集
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
１
９
６
３
年
、

５
市
合
併
に
よ
り
北
九
州
市
が
誕
生

し
、
東
名
阪
の
都
市
圏
以
外
で
は
初

の
政
令
指
定
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
新
市
の
象
徴
と
し
て
計
画
さ
れ

た
の
が
当
館
で
す
。
74
年
11
月
３
日
、

建
築
家
・
磯
崎
新
の
設
計
に
よ
り
、

西
日
本
に
お
け
る
大
規
模
な
公
立
美

術
館
の
先
駆
け
と
し
て
開
館
し
ま
し

た
。

　
当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
絵
画
、

彫
刻
、
素
描
、
版
画
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、
国
内
外
の
近
現
代
美
術
を
主

軸
と
し
た
約
７
５
０
０
点
を
所
蔵
し

て
い
ま
す
。
前
述
の
通
り
美
術
品
の

収
集
活
動
は
前
身
の
八
幡
市
美
術
工

芸
館
時
代
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
瑛

九
や
山
口
長
男
、
寺
田
政
明
、
田
淵

安
一
な
ど
当
時
一
線
で
活
躍
す
る
作

家
や
地
元
ゆ
か
り
の
作
家
を
中
心
と

す
る
豊
か
な
内
容
を
受
け
継
ぎ
ま
し

た
。
さ
ら
に
新
美
術
館
建
設
に
向
け

て
収
集
対
象
を
拡
大
し
、
海
外
の
近

現
代
美
術
ま
で
視
野
を
広
げ
る
と
と

も
に
、
国
内
で
は
特
に
西
日
本
ゆ
か

り
に
重
き
を
置
き
な
が
ら
全
国
的
な

活
躍
を
み
せ
る
作
家
に
注
目
し
ま
し

た
。
開
館
年
度
に
は
エ
ド
ガ
ー
・
ド

ガ
の
《
マ
ネ
と
マ
ネ
夫
人
像
》
な
ど
、

現
在
で
も
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中

核
を
成
す
作
品
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
版
画
作
品
も
重
点
的
に
収
集

し
、
現
在
で
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
全
体

の
６
割
を
超
え
る
比
重
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
工
業
都
市
か
ら
さ
ら
に
文

化
都
市
へ
と
い
う
願
い
の
反
映
と
し

て
、
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
き
な

特
徴
と
い
え
る
の
が
、
市
民
や
地
元

企
業
か
ら
の
支
援
で
す
。
開
館
時
か

ら
80
年
代
に
わ
た
り
、
新
日
本
製
鐵

（
現 

新
日
鐵
住
金
）
か
ら
パ
ブ
ロ
・

ピ
カ
ソ
の
『
ヴ
ォ
ラ
ー
ル
の
た
め
の

連
作
集
』
の
寄
贈
を
受
け
た
ほ
か
、

住
友
金
属
工
業（
現 

新
日
鐵
住
金
）

か
ら
は
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
の

《
道
化
師
》
の
寄
贈
を
、
東
陶
機
器

（
現 TO

TO

）
か
ら
は
寄
付
金
を
得

て
岸
田
劉
生
の
《
Ｔ
の
肖
像
》
を
購

入
す
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
企
業

や
個
人
か
ら
の
温
か
い
援
助
が
続
い

て
き
ま
し
た
。

　
美
術
館
の
役
割
は
社
会
構
造
の
変

化
や
時
代
の
要
請
に
よ
り
変
わ
っ
て

い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
館

は
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
貴
重
な

文
化
資
源
（
作
品
や
美
術
資
料
）
と

活
動
実
績
を
踏
ま
え
、
21
世
紀
の
さ

ら
な
る
文
化
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
き
ま
す
。

北
九
州
市
立
美
術
館

　
　〜
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
歩
み

Information
西日本工業大学デザイン学部
卒業制作優秀作品展

【会場】北九州市立美術館 分館
（リバーウォーク北九州5F）
【会期】3月5日(土)～13日(日)
【開館時間】午前10時～午後6時
（入館は午後5時30分まで）
【観覧料】無料
【お問合せ】093(562)3215
※4月１日から年長者施設利用証を
ご提示の方は、団体料金の入館料となります

作品移動を前に、厳重に梱包した絵画作品

改修工事のため休館中の北九州市立美術館本館
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文
学
館
で
は
、
入
手
し
づ
ら
い
北

九
州
ゆ
か
り
の
作
品
を
収
め
た
「
文

学
館
文
庫
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

３
月
末
に
刊
行
予
定
の
11
巻
目
は
、

小
倉
藩
の
勇
将
・
島
村
志
津
摩
を
主

人
公
に
、
第
二
次
長
州
征
伐
の
と
き

の
小
倉
藩
と
長
州
藩
と
の
戦
い
を
描

い
た
、
劉
寒
吉
『
山
河
の
賦
』
を
お

届
け
し
ま
す
。
今
回
は
、
作
者
・
劉

寒
吉
に
つ
い
て
紹
介
し
つ
つ
、
『
山

河
の
賦
』
の
魅
力
を
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
劉
寒
吉
は
１
９
０
６（
明
治
39
）

年
、
北
九
州
・
小
倉
に
、
か
つ
て
小

倉
藩
の
砂
糖
御
用
達
商
で
あ
っ
た

「
濱
田
屋
」
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
本
名
は
濱
田
陸
一
と
い
い

ま
す
。
天
神
島
尋
常
小
学
校
に
通
い
、

小
学
校
４
年
の
時
に
転
校
し
て
き
た
、

後
に
『
富
島
松
五
郎
伝
』（
『
無
法

松
の
一
生
』
）
を
著
す
岩
下
俊
作
と

出
会
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
同
小
学

校
の
２
学
年
上
に
は
児
童
文
学
者
の

阿
南
哲
朗
、
２
学
年
下
に
は
松
本
清

張
が
い
ま
し
た
。
劉
と
岩
下
と
は
友

人
と
し
て
、
ま
た
文
学
上
の
好
敵
手

と
し
て
、
一
生
を
通
じ
た
付
き
合
い

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
劉
は
小
倉
商
業
学
校

（
現
・
小
倉
商
業
高
校
）
に
進
学
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
文
芸
同
人
誌
で
作
品

を
発
表
し
始
め
ま
す
。
卒
業
後
も
家

業
の
傍
ら
創
作
活
動
を
続
け
、
岩
下

ら
の
同
人
誌
「
稜
体
発
光
」
に
参
加
、

引
き
続
き
「
と
ら
ん
し
つ
と
」
同
人

と
な
り
ま
す
。
こ
の
「
と
ら
ん
し
つ

と
」
に
は
17
号
か
ら
火
野
葦
平
が
参

加
し
、
以
後
親
し
い
交
わ
り
を
持
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
。33 （
昭
和
８
）年
に

は「
と
ら
ん
し
つ
と
」を
含
め
た
５
誌

の
合
併
に
よ
り「
第
二
次
九
州
文
学
」

が
創
刊
。
こ
の
九
州
を
代
表
す
る
文

芸
同
人
誌
「
九
州
文
学
」
を
、
劉
は

一
生
を
か
け
て
守
り
抜
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、火
野
葦
平
が「
糞
尿
譚
」

で
第
６
回
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
の
は

38
年
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
受
賞
に

勇
気
を
得
た
同
人
た
ち
は
一
斉
に
小

説
を
書
き
始
め
、劉
は「
魑
魅
跳
梁
」

を
執
筆
。
本
作
は
雑
誌
「
改
造
」
の

懸
賞
で
佳
作
と
な
り
、
39
年
９
月
、

「
九
州
文
学
」
に
「
人
間
競
争
」
と

改
題
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
41
年
５
月
よ
り
「
山
河
の
賦
」

の
連
載
が
始
ま
り
ま
す
。
福
岡
日
日

新
聞
（
現
・
西
日
本
新
聞
）
に
、
１

０
３
回
連
載
さ
れ
た
本
作
は
、
42
年
、

六
芸
社
よ
り
刊
行
さ
れ
、
翌
年
に
は

第
三
回
九
州
文
学
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
劉
は
「
翁
」
で
芥
川
賞
候
補
、「
十

時
大
尉
」
「
風
雪
」
で
そ
れ
ぞ
れ
直

木
賞
候
補
と
な
り
、
そ
の
筆
力
を
証

明
し
、
以
降
作
家
と
し
て
の
歩
み
を

進
め
ま
す
。
特
に
九
州
を
舞
台
と
し

た
歴
史
小
説
を
多
く
手
が
け
、
没
す

る
ま
で
創
作
を
続
け
ま
し
た
。
ま
た

森
鷗
外
旧
居
の
保
存
や
歴
史
博
物
館
、

美
術
館
の
設
立
に
も
力
を
尽
く
し
、

北
九
州
の
文
化
醸
成
に
多
大
な
貢
献

を
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、『
山
河
の
賦
』
は
劉
最
初

の
単
行
本
で
あ
り
、
没
後
の
90
年
に

新
人
物
往
来
社（
現
・KADOKAWA

）

か
ら
再
刊
さ
れ
た
評
価
の
高
い
作
品

で
す
。
地
元
・
小
倉
を
舞
台
に
奮
闘

す
る
島
村
志
津
摩
の
姿
と
心
根
は
、

読
者
の
心
を
強
く
打
ち
ま
す
。
長
州

軍
に
敗
戦
を
重
ね
、
小
倉
城
を
も
自

焼
さ
せ
て
、
も
は
や
必
敗
の
状
況
と

な
っ
た
小
倉
藩
に
お
い
て
肥
後
藩
へ

の
撤
退
が
大
勢
を
占
め
る
中
、
志
津

摩
は
一
人
、
涙
を
流
し
決
戦
論
を
主

張
し
ま
す
。
故
郷
で
あ
る
小
倉
を
捨

て
る
こ
と
へ
の
強
い
憤
り
が
、
彼
を

突
き
動
か
し
た
の
で
す
。
生
ま
れ
、

育
っ
た
故
郷
の
豊
か
な
山
河
は
志
津

摩
の
心
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
失
う
こ
と
は
、
彼
に

と
っ
て
死
も
同
然
で
す
。
そ
れ
は
、

他
の
小
倉
藩
士
に
と
っ
て
も
同
じ
で

し
た
。
志
津
摩
の
怒
り
が
、
皆
に
そ

れ
に
気
付
か
せ
た
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
個
人
の
「
内
面
」
は
、

史
実
に
は
表
れ
ま
せ
ん
。
志
津
摩
が

決
戦
論
を
主
張
し
た
、
結
果
、
小
倉

藩
は
そ
れ
を
採
っ
た
、
と
い
う
史
実

が
あ
り
、
劉
は
そ
の
空
隙
、
あ
る
い

は
因
果
と
し
て
、
小
倉
の
山
河
を
内

面
化
し
た
志
津
摩
の
怒
り
を
描
き
ま

し
た
。

　
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
史

実
の
間
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
く
る
一

人
の
人
間
像
で
す
。
『
山
河
の
賦
』

の
読
者
は
そ
れ
に
心
打
た
れ
、
そ
し

て
、
歴
史
を
「
い
ま
」
と
し
て
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
本
書
が
刊
行
さ
れ
る
こ
ろ
、
小
倉

城
で
は
桜
が
咲
き
始
め
て
い
る
時
期

で
す
。
桜
の
下
で
『
山
河
の
賦
』
を

読
み
つ
つ
１
５
０
年
前
の
島
村
志
津

摩
の
勇
姿
に
思
い
を
は
せ
て
み
る
、

と
い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

劉寒吉『山河の賦』
（六芸社1942年4月）

劉寒吉

北九州市小倉北区城内4の1
093（571）1505
【開館時間】
午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）
【休館日】月曜日
【入館料】
一般200円　中高生100円　小学生50円
〈年間パスポート〉
一般400円　中高生200円　小学生100円

Information

文芸
hiroba 稲　田　大　貴

北九州市立文学館　学芸員
Daiki Inada

ようこそ文学館へ

し

づ

ま

ち
み
ち
ょ
う
り
ょ
う

「
文
学
館
文
庫
11

　山
河
の
賦

　劉
寒
吉
」
刊
行
！
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北九州市立いのちのたび博物館

ふしぎの教室　～よみがえる学校標本たち～
【会期】3月19日（土）～5月15日（日）　会期中無休
【開館時間】午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分まで）
【入場料】
大人５００円（４００円）
高大生３００円（２４０円）
小中生２００円（１６０円）
(　)内は団体料金
常設展とのセット券、前売り券あり
詳細は、ホームページまたは博物館までお問い合わせください
【お問合せ】北九州市立いのちのたび博物館
093(681)1011　　http://www.kmnh.jp/

Information

　
か
つ
て
、
学
校
に
は
標
本
を
保
管

し
て
い
る
部
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
ガ

ラ
ス
瓶
に
納
め
ら
れ
た
標
本
の
一
群

は
、
怖
れ
と
同
時
に
好
奇
心
を
か
き

立
て
る
も
の
で
し
た
。
人
け
が
な
く

な
っ
た
放
課
後
に
標
本
室
の
前
を
通

る
の
は
多
少
の
勇
気
が
必
要
で
し
た
。

今
で
も
そ
の
よ
う
な
教
室
を
備
え
、

標
本
を
見
る
機
会
を
設
け
て
い
る
学

校
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
以
前
に
比
べ
て
美
し
い
写
真
や

イ
ラ
ス
ト
に
彩
ら
れ
た
教
科
書
、
各

種
ビ
デ
オ
教
材
の
充
実
な
ど
も
あ
っ

て
、
実
物
標
本
を
観
察
す
る
機
会
は

減
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
残
念
な
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
標
本

た
ち
は
行
き
場
を
な
く
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
博
物
館
で
は
学
校
で
保
管
が

難
し
く
な
っ
た
こ
れ
ら
の
標
本
を
受

け
入
れ
、
新
た
な
価
値
を
見
い
だ
す

努
力
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
別

展
で
は
、
こ
の
よ
う
な
標
本
の
中
か

ら
近
年
で
は
入
手
し
に
く
い
種
類
や

驚
く
ほ
ど
巧
妙
に
作
ら
れ
た
標
本
な

ど
を
、
博
物
館
の
新
し
い
資
料
と
と

も
に
紹
介
し
ま
す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
標
本
を
概
観
す
る
と
、

面
白
い
傾
向
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま

ず
、
カ
モ
ノ
ハ
シ
と
い
う
、
哺
乳
類

で
は
珍
し
い
卵
を
産
む
種
類
が
近
隣

の
高
等
学
校
だ
け
で
も
５
校
に
保
管

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
全
身
が

ウ
ロ
コ
に
覆
わ
れ
る
セ
ン
ザ
ン
コ
ウ

の
仲
間
は
８
点
も
あ
っ
た
の
に
対
し

て
、
ア
ル
マ
ジ
ロ
の
仲
間
は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
て
み

る
と
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
か
け
て
分
布
す
る
種
類
の

中
で
、
日
本
で
は
見
ら
れ
な
い
珍
し

い
種
類
や
各
分
類
群
の
代
表
的
な
種

類
を
集
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
多
く

は
ラ
ベ
ル
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
標
本
と

推
測
さ
れ
、
当
時
の
活
動
範
囲
や
入

手
の
し
や
す
さ
も
反
映
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
生
き
物
の
体
は
ふ
し
ぎ
に

満
ち
て
い
ま
す
。
生
き
て
い
く
た
め

の
体
の
つ
く
り
は
進
化
の
過
程
で
と

て
も
複
雑
で
機
能
的
に
つ
く
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
お
な
か
を
開
い
て
保
存

液
に
浸
け
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
標
本
は
ち
ょ
っ
と
不
気
味
で
は
あ

り
ま
す
が
、
公
衆
衛
生
学
的
な
知
識

を
身
に
付
け
る
基
礎
と
も
な
り
、
荘

厳
さ
を
も
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
標
本
た
ち
が
示
し
て
く

れ
る
の
は
博
物
学
の
世
界
そ
の
も
の

で
す
。
現
在
で
は
生
物
学
や
化
学
な

ど
細
分
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
広
く

自
然
科
学
を
含
み
、
博
物
館
を
支
え

る
基
礎
と
も
い
う
べ
き
分
野
で
す
。

標
本
た
ち
を
眺
め
て
い
る
と
、
世
界

に
は
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
い
る
と

い
う
多
様
性
そ
の
も
の
を
、
当
時
の

指
導
者
た
ち
が
画
像
な
ど
で
は
な
く

実
物
の
標
本
で
示
そ
う
と
し
て
い
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
特
別
展
で
は
動
物
に
限
ら
ず
、
植

物
や
鉱
物
、
生
徒
た
ち
が
発
掘
し
た

考
古
学
資
料
な
ど
を
使
っ
て
、
博
物

学
が
織
り
成
す
ふ
し
ぎ
な
世
界
を
ご

案
内
し
ま
す
。
触
れ
る
標
本
や
折
り

紙
、
標
本
作
製
な
ど
の
参
加
型
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
い
ろ
い
ろ
と
企
画
す

る
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
博
物
学
の
世

界
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
標
本
た
ち
の

い
の
ち
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

ふしぎの教室
～よみがえる学校標本たち～

馬　場　　稔学芸員 Minoru Baba

写真1　
魚類（フナ）と頭足類（イカ）の解剖標本

写真3　たくさんのセンザンコウ

写真2　カモノハシ標本の一つ

写真４　まるでエイリアンのような標本。　
正体は特別展で　
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演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

温
故
知
新
で
温
ま
る

　
寒
い
季
節
に
な
る
と
、
外
に
出
る

の
が
な
に
や
ら
億
劫
に
な
る
。
劇
場

に
出
か
け
る
の
も
い
い
が
、
こ
う
い

う
時
期
に
は
ゆ
っ
く
り
と
戯
曲
を
楽

し
む
の
も
一
興
で
あ
る
。
と
い
う
こ

と
で
、
久
し
ぶ
り
に
岸
田
國
士
の
作

品
を
読
ん
で
み
る
こ
と
に
し
た
。

　
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
う
が
、

岸
田
國
士
と
は
１
９
２
０
年
〜
50
年

ご
ろ
に
活
躍
し
た
劇
作
家
で
あ
り
、

小
説
や
評
論
な
ど
幅
広
い
文
筆
活
動

を
行
っ
た
作
家
で
あ
る
。
岸
田
衿
子
、

今
日
子
姉
妹
の
父
と
し
て
も
有
名
で

あ
り
、
白
水
社
が
行
っ
て
い
る
彼
の

名
前
を
冠
し
た「
岸
田
國
士
戯
曲
賞
」

は
時
に
演
劇
界
の
芥
川
賞
と
も
言
わ

れ
、
劇
作
家
の
間
で
は
一
定
の
ス
テ

ー
タ
ス
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
著
作
の
多
く
は
、
現
在
で
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
青
空
文
庫
」

やK
indle

版
の
電
子
書
籍
で
無
料

公
開
さ
れ
て
お
り
、
気
軽
に
読
め
る

の
が
あ
り
が
た
い
。

　
彼
の
短
編
戯
曲
『
紙
風
船
』
は
２

０
０
０
年
に
「
う
ず
め
劇
場
」
の
ペ

ー
タ
ー
・
ゲ
ス
ナ
ー
が
演
出
し
て
第

１
回
利
賀
演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル
の
最

優
秀
演
出
家
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を

覚
え
て
お
ら
れ
る
読
者
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
作

品
は
12
年
に
「
の
こ
さ
れ
劇
場
」
が

上
演
す
る
な
ど
、
北
九
州
の
演
劇
フ

ァ
ン
に
も
な
じ
み
が
深
い
。
こ
の

『
紙
風
船
』
や
『
ぶ
ら
ん
こ
』
な
ど

の
短
編
の
、
か
み
あ
っ
て
い
る
よ
う

で
か
み
あ
わ
な
い
不
思
議
な
会
話
の

や
り
取
り
に
は
、
今
か
ら
90
年
近
く

前
に
書
か
れ
た
と
は
思
え
な
い
新
鮮

さ
を
感
じ
る
。
ま
た
、
演
劇
の
在
り

方
に
つ
い
て
の
評
論
も
不
思
議
に
色

あ
せ
な
い
論
調
で
、
か
な
り
楽
し
め

る
。
興
味
は
あ
る
が
、
古
い
本
は
ち

ょ
っ
と…

と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
ケ

ラ
リ
ー
ノ
・
サ
ン
ド
ロ
ビ
ッ
チ
が
彼

の
短
編
集
を
一
つ
の
街
の
物
語
に
コ

ラ
ー
ジ
ュ
し
た
『
犬
は
鎖
に
つ
な
ぐ

べ
か
ら
ず
』
を
お
勧
め
す
る
。

　
さ
て
、
温
故
知
新
つ
な
が
り
で
舞

台
の
話
題
を
一
つ
。
長
い
時
を
経
て

も
残
っ
て
い
る
作
品
に
は
や
は
り
そ

れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
の
だ
と
感
じ

さ
せ
る
公
演
が
、
宮
崎
県
で
行
わ
れ

て
い
る
。
宮
崎
県
立
芸
術
劇
場
制
作

の
「
演
劇
・
時
空
の
旅
」
シ
リ
ー
ズ

で
あ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
か
ら

現
代
に
い
た
る
ま
で
、
世
界
各
地
で

残
さ
れ
て
き
た
戯
曲
を
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
「
時
間
と
空
間
を
旅
し
な
が
ら
、

人
類
史
を
た
ど
っ
て
い
く
シ
リ
ー

ズ
」
と
い
う
、
非
常
に
興
味
深
い
企

画
で
あ
る
、
宮
崎
県
立
劇
場
の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
で
あ
る
永
山
智
行
が
演
出

を
手
掛
け
、
今
ま
で
に
７
作
品
が
上

演
さ
れ
て
い
る
。

　
北
九
州
の
演
劇
に
つ
い
て
の
文
章

に
な
ぜ
い
き
な
り
宮
崎
？
　
と
思
わ

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
実
は
こ
の
公
演
に
は
、
毎

回
北
九
州
の
役
者
、
特
に
「
飛
ぶ
劇

場
」
の
俳
優
た
ち
が
関
わ
っ
て
い
る
。

　
第
１
作
目
の
『
女
の
平
和
』
（
作

：
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ス
）
に
は
、
内
山

ナ
オ
ミ
。
第
２
作
目
の
『
シ
ラ
ノ
・

ド
・
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク
』
（
作
：
エ

ド
モ
ン
・
ロ
ス
タ
ン
）
に
は
有
門
正

太
郎
。
第
３
作
目
の
『
三
人
姉
妹
』

（
作
：
ア
ン
ト
ン
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
）

に
は
寺
田
剛
史
と
葉
山
太
司
。
第
４

回
目
の
『
フ
ォ
ル
ス
タ
ッ
フ
／
ウ
ィ

ン
ザ
ー
の
陽
気
な
女
房
た
ち
』（
作
：

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
）

に
は
大
畑
佳
子
。
第
５
作
目
『
日
本

人
の
へ
そ
』
（
作
：
井
上
ひ
さ
し
）

に
は
、
「
飛
ぶ
劇
場
」
か
ら
木
村
健

二
、
「
の
こ
さ
れ
劇
場
≡
」
か
ら
沖

田
み
や
こ
。
第
６
作
目
『
シ
ラ
ノ
』

の
再
演
を
経
て
、
第
７
作
目
『
ゴ
ド

ー
を
待
ち
な
が
ら
』
（
作
：
サ
ミ
ュ

エ
ル
・
ベ
ケ
ッ
ト
）
に
は
寺
田
剛
史
。

　
地
元
フ
ァ
ン
も
多
い
実
力
の
あ
る

役
者
た
ち
の
出
演
と
あ
っ
て
、
北
九

州
か
ら
の
客
も
多
い
そ
う
だ
。
ち
ょ

っ
と
し
た
旅
行
気
分
で
、
違
う
街
の

劇
場
で
時
空
を
超
え
た
名
作
を
観
る
、

と
い
う
の
も
な
ん
と
も
劇
的
な
体
験

だ
ろ
う
。

　
こ
う
や
っ
て
書
い
て
い
る
う
ち
に
、

こ
れ
ら
の
作
品
を
も
う
一
度
読
み
た

く
な
っ
て
き
た
。
さ
て
、
本
棚
を
ひ

っ
く
り
返
す
と
し
よ
う
か
。

岸田國士『紙風船』

『ゴドーを待ちながら』チラシ

ケラリーノ・サンドロビッチ
『犬は鎖につなぐべからず』

お
っ
く
う

み

き
し 

だ 

く
に 

お
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北九州市立いのちのたび博物館

ふしぎの教室　～よみがえる学校標本たち～
【会期】3月19日（土）～5月15日（日）　会期中無休
【開館時間】午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分まで）
【入場料】
大人５００円（４００円）
高大生３００円（２４０円）
小中生２００円（１６０円）
(　)内は団体料金
常設展とのセット券、前売り券あり
詳細は、ホームページまたは博物館までお問い合わせください
【お問合せ】北九州市立いのちのたび博物館
093(681)1011　　http://www.kmnh.jp/

Information

　
か
つ
て
、
学
校
に
は
標
本
を
保
管

し
て
い
る
部
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
ガ

ラ
ス
瓶
に
納
め
ら
れ
た
標
本
の
一
群

は
、
怖
れ
と
同
時
に
好
奇
心
を
か
き

立
て
る
も
の
で
し
た
。
人
け
が
な
く

な
っ
た
放
課
後
に
標
本
室
の
前
を
通

る
の
は
多
少
の
勇
気
が
必
要
で
し
た
。

今
で
も
そ
の
よ
う
な
教
室
を
備
え
、

標
本
を
見
る
機
会
を
設
け
て
い
る
学

校
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
以
前
に
比
べ
て
美
し
い
写
真
や

イ
ラ
ス
ト
に
彩
ら
れ
た
教
科
書
、
各

種
ビ
デ
オ
教
材
の
充
実
な
ど
も
あ
っ

て
、
実
物
標
本
を
観
察
す
る
機
会
は

減
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
残
念
な
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
標
本

た
ち
は
行
き
場
を
な
く
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
博
物
館
で
は
学
校
で
保
管
が

難
し
く
な
っ
た
こ
れ
ら
の
標
本
を
受

け
入
れ
、
新
た
な
価
値
を
見
い
だ
す

努
力
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
別

展
で
は
、
こ
の
よ
う
な
標
本
の
中
か

ら
近
年
で
は
入
手
し
に
く
い
種
類
や

驚
く
ほ
ど
巧
妙
に
作
ら
れ
た
標
本
な

ど
を
、
博
物
館
の
新
し
い
資
料
と
と

も
に
紹
介
し
ま
す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
標
本
を
概
観
す
る
と
、

面
白
い
傾
向
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま

ず
、
カ
モ
ノ
ハ
シ
と
い
う
、
哺
乳
類

で
は
珍
し
い
卵
を
産
む
種
類
が
近
隣

の
高
等
学
校
だ
け
で
も
５
校
に
保
管

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
全
身
が

ウ
ロ
コ
に
覆
わ
れ
る
セ
ン
ザ
ン
コ
ウ

の
仲
間
は
８
点
も
あ
っ
た
の
に
対
し

て
、
ア
ル
マ
ジ
ロ
の
仲
間
は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
て
み

る
と
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
か
け
て
分
布
す
る
種
類
の

中
で
、
日
本
で
は
見
ら
れ
な
い
珍
し

い
種
類
や
各
分
類
群
の
代
表
的
な
種

類
を
集
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
多
く

は
ラ
ベ
ル
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
標
本
と

推
測
さ
れ
、
当
時
の
活
動
範
囲
や
入

手
の
し
や
す
さ
も
反
映
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
生
き
物
の
体
は
ふ
し
ぎ
に

満
ち
て
い
ま
す
。
生
き
て
い
く
た
め

の
体
の
つ
く
り
は
進
化
の
過
程
で
と

て
も
複
雑
で
機
能
的
に
つ
く
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
お
な
か
を
開
い
て
保
存

液
に
浸
け
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
標
本
は
ち
ょ
っ
と
不
気
味
で
は
あ

り
ま
す
が
、
公
衆
衛
生
学
的
な
知
識

を
身
に
付
け
る
基
礎
と
も
な
り
、
荘

厳
さ
を
も
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
標
本
た
ち
が
示
し
て
く

れ
る
の
は
博
物
学
の
世
界
そ
の
も
の

で
す
。
現
在
で
は
生
物
学
や
化
学
な

ど
細
分
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
広
く

自
然
科
学
を
含
み
、
博
物
館
を
支
え

る
基
礎
と
も
い
う
べ
き
分
野
で
す
。

標
本
た
ち
を
眺
め
て
い
る
と
、
世
界

に
は
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
い
る
と

い
う
多
様
性
そ
の
も
の
を
、
当
時
の

指
導
者
た
ち
が
画
像
な
ど
で
は
な
く

実
物
の
標
本
で
示
そ
う
と
し
て
い
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
特
別
展
で
は
動
物
に
限
ら
ず
、
植

物
や
鉱
物
、
生
徒
た
ち
が
発
掘
し
た

考
古
学
資
料
な
ど
を
使
っ
て
、
博
物

学
が
織
り
成
す
ふ
し
ぎ
な
世
界
を
ご

案
内
し
ま
す
。
触
れ
る
標
本
や
折
り

紙
、
標
本
作
製
な
ど
の
参
加
型
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
い
ろ
い
ろ
と
企
画
す

る
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
博
物
学
の
世

界
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
標
本
た
ち
の

い
の
ち
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

ふしぎの教室
～よみがえる学校標本たち～

馬　場　　稔学芸員 Minoru Baba

写真1　
魚類（フナ）と頭足類（イカ）の解剖標本

写真3　たくさんのセンザンコウ

写真2　カモノハシ標本の一つ

写真４　まるでエイリアンのような標本。　
正体は特別展で　
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身
近
な
い
の
ち
を
感
じ
て
。
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